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市　章
栃木市の「と」の文字をモ
チーフとして、緑色の4本
のラインは自然、歴史、地
域、人を表し、青色はそれ
ぞれの流れが一つとなった
大河の流れを、その先にあ
るオレンジ色の円は輝かし
い未来と人々の情熱を表し
ています。

栃木市の人口
人口／ 163,523人 (ー49)

男／  81,111人  (ー6)
女／  82,412人 (ー43)

世帯数／   63,074世帯 (36)
※外国人登録を含む
　H27年11月末現在（ ）内は前月比

　「
農
業
士
」は
、模
範
的
で
優
れ

た
農
業
経
営
や
農
家
生
活
な
ど

を
実
践
し
、青
年
農
業
者
等
の
育

成
や
男
女
共
同
参
画
ビ
ジ
ョ
ン

の
推
進
な
ど
、地
域
農
業
の
振
興

を
任
務
と
し
て
い
ま
す
。県
か
ら

認
定
を
受
け
た
男
性
農
業
者
を

「
栃
木
県
農
業
士
」、女
性
農
業
者

を「
栃
木
県
女
性
農
業
士
」と
い

い
ま
す
。本
市
で
は
26
人
の
方
が

農
業
士
と
し
て
認
定
を
受
け
、活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
12
月
19
日（
土
）に
は
、本
市

の
農
業
士
会
主
催
に
よ
る「
ふ

る
さ
と
農
業
体
験
学
習
」が
行

わ
れ
ま
し
た
。こ
の
事
業
は
、一

般
の
消
費
者
の
皆
さ
ん
と
農
業

生
産
者
と
の
交
流
を
通
し
て
農

業
へ
の
理
解
を
図
る
も
の
で
、

こ
の
日
は
市
内
か
ら
25
人
の
皆

さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、大
塚
町
に
あ
る
栃
木

県
農
業
試
験
場
い
ち
ご
研
究
所

の
施
設
見
学
や
、観
光
農
園
ア
グ

リ
の
郷
で
の
い
ち
ご
狩
り
、つ
が

の
里
で
地
産
地
消
の
お
昼
を
食

べ
な
が
ら
の
生
産
者
と
の
意
見

交
換
の
ほ
か
、農
業
士
で
あ
る
大

塚
幸
八
さ
ん
の
バ
ラ
農
園
を
訪

れ
、バ
ラ
が
栽
培
さ
れ
て
い
る
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
見
学
や
フ
ラ

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
の
体
験

を
し
ま
し
た
。

　
今
回
協
力
を
い
た
だ
い
た
大

塚
さ
ん
は
、新
た
に
農
業
を
始
め

よ
う
と
し
て
い
る
方
や
消
費
者

の
方
に
、自
己
の
農
場
を
公
開
し

『
新
規
就
農
促
進
』や『
食
と
農
の

理
解
促
進
』を
目
的
と
す
る「
と

ち
ぎ
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ー
ム
」に
も

参
加
し
て
い
ま
す
。ビ
ニ
ー
ル
ハ

ウ
ス
を
使
用
し
た
バ
ラ
の
栽
培

は
、年
間
を
と
お
し
て
行
わ
れ
、

10
月
か
ら
3
月
が
見
ご
ろ
と
な

る
そ
う
で
す
。

　
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、今
が
旬

の
お
い
し
い
い
ち
ご
を
頬
張
っ

た
り
、大
塚
さ
ん
が
丹
精
を
込
め

て
育
て
た
色
鮮
や
か
な
バ
ラ
で

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を

楽
し
ん
だ
り
と
、市
の
農
産
物
に

触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

市の農業にふれあう  「農業士」によるふるさと農業体験
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栃木市マスコット
キャラクター とち介

特 集 2憧れのトチギーノ

（ふるさと農業体験学習にて、H27年12月19日撮影）
バラのフラワーアレンジメントに挑戦
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webサイト開設しました

特 集

2月20日（土）東京の中心・丸の内で、栃木市の隠れた魅力を再発見
してみませんか？
「トチギーノ大同窓会」は、栃木市の地の食材を利用した料理を味わい
ながら、トチギーノをはじめとする栃木市にゆかりのある皆さんや、栃木市
に興味のある参加者同士での交流を楽しむことができるイベントです。また、
栃木市の魅力や観光や、移住・定住に対する様々な情報に触れる「栃木
市PRエリア」もお楽しみいただけます。
普段の生活のアクセントに、ぜひ首都圏在住の知り合いを誘って参加し

てみてください。最近、疎遠になってしまったあの人に連絡してみるチャン
スです。もちろん、おひとりでの参加も大歓迎。ふだん知り合えない人と「栃
木市」でつながって、ぜひ「憧れのトチギーノ」に一歩近づいてみましょう。

日時：2月20日（土）【栃木市PRエリア（入場無料）】 11時～16時
 【トチギーノ大同窓会】 16時～19時
場所：トランスシティカンファレンス

丸の内11階
（東京都千代田区丸の内）

対象：下記のいずれかに該当する20歳
～ 45歳の男女
栃木市にゆかりのある方／栃木
市に興味のある方
栃木市出身の方／市内在住の方

内容：「トチギーノ大同窓会」
○トチギーノトークショー　
○トチギーノの「とちぎライフ」　
○トチギーノクエッション　
○地元食材を利用した料理　

「栃木市PRエリア」
○栃木市の魅力情報　○栃木市ふるさと即売コーナー　○とち介PR
○ふるさと応援寄附コーナー　○就職・再就職相談コーナー

司会進行：菊池優（フリーアナウンサー・栃木市出身）

トークゲスト：石川恋（モデル・栃木市出身）

定員：120人

費用：事前申し込みの方：男性3,000円／
女性 2,000円（税込・当日会場にて
支払い）※当日会場で申込みの方は
それぞれ500円増し

持ち物：栃木市を想う気持ち

事前申込：2月18日（木）までに「憧れのト
チギーノ」webサイトから申込み 
※その他詳細はwebサイトをご
覧ください。

▲トークゲスト
　石川恋さん

▲司会進行
　菊池優さん

ひと言では語りつくせない栃木市ライフの魅力を老若男女、仕事も
暮らしぶりもさまざまな「トチギーノ」たちが発信していきます。栃木
市出身の人も、そうでない人も、ここでの生活に憧れを抱かずにはい
られなくなる。リアルでクールなくらしの情報をお楽しみください。

「トチギーノ」大募集！
　栃木市ライフを楽しんで、栃木市を愛している「トチギーノ」として、皆さん
のトチギーノライフをwebサイトから全国に発信してみませんか？老若男女、自薦
他薦問いません。応募方法等の詳細は、■本 総合政策課まで電話またはメールに
て問い合わせください。（※応募多数、このwebサイトの掲載方針に合致しない
等、掲載をお断りすることがあります。ご了承ください。）

https://www.tochigi-no.com/

栃木市ＵＩＪターンプロジェクト

集え！！トチギーノ

イベント開催のご案内

●JR 東京駅
　八重洲北口より徒歩 1 分
●東京メトロ 丸の内線・東西線・千代田線・半蔵門線
　大手町駅　B7 出口より徒歩 2 分
●東京メトロ 銀座線・東西線・都営浅草線
　日本橋駅　B3 出口より徒歩 4 分

❶東京駅 八重洲北口を出て、直進。
❷大丸の手前を左折。
❸シャングリ・ラ ホテル 東京を過ぎ、
　日本橋口から外に出て、右折。

■交通アクセス

近年の市町村合併によって、栃木市は16万人以上の市民を抱える県内3位の都市となりました。さらなる発展を目指す今、これまで以上に街の魅力を積極的に発信し、
若い方を中心にここで暮らしたいと思ってもらえる方を増やすプロジェクト「憧れのトチギーノ」を始動しました。
歴史情緒あふれる街並みや豊かな自然を活かした観光振興、大地の恵みである農産物などを中心とした地域ブランドの活性化によるまちづくりを進めていくと同時に、
婚活イベントなどの出会いの場の創出をはじめ、栃木市への移住を後押しする行政サービスをますます充実させていきます。

市街地には蔵の街並みが残さ
れ、都心からも通勤できる距離に
ありながら歴史と文化、自然がほ
どよく調和する街、栃木市。そん
な環境を心から楽しみ、この土地
への深い愛着を持って豊かな人生
を送る人たちが「トチギーノ」
です。

とは？

◆問合先　■本 総合政策課　☎（21）2304

きく ち ゆう

いし かわ れん

2２０１６（平成２８）年１月２０日　発行 特集　憧れのトチギーノ広報とちぎ　２月号



　市民の皆さん、こんにちは。
　今回は、本市の「公共施設のあり方」につい
てお話ししたいと思います。

　一般的に「ハコモノ」と呼ばれる公共施設で
すが、これまで昭和期の高度経済成長を背景
に、人口増加に比例する形で、数多くの施設
が全国各地で整備されてきました。近年は
人口減少に伴い、これらの増えすぎた公共施
設のあり方が全国的な問題となっています。
特に、合併した自治体ではより切実な課題と
なっており、本市も例外ではありません。

　現在の栃木市は、一市五町の合併により、旧
市町が各々に整備してきた多くの公共施設を
保有しており、その中には、用途が重複・類似
する施設も多く含まれています。また、これ
らの施設は昭和50年代前後に整備されたもの
が多く、老朽化が進行していることから、近い
将来、一斉に建替えの時期を迎えることにな
りますが、そのためには膨大な財政負担が必
要となります。しかし、人口減少・少子高齢化
の問題等も重なり税収増が見込めない中、今
ある施設をすべて維持・建替えていくための
財源を確保することは大変困難なことです。

　そこで本市では、“次世代に大きな負担を残
さない”という観点で、目的が重複する公共施
設の統廃合や、バランスのとれた施設配置等

を推進することとし、その指
針となる「公共施設のあり方
ガイドライン」の策定に取り
組んでまいりました。
　ガイドラインでは、公共施設の現状を把握
した上で、今後の取組方針として、①市民ニー
ズや費用対効果などを総合的に評価し、必要
なサービス水準は確保しつつ、施設総量の縮
減を図る「総資産量の適正化」、②今後も活用
していく公共施設は、計画的な維持修繕を徹
底して、長寿命化を推進し、財政負担の軽減と
平準化を図る「長寿命化の推進」、③民間企業
の資金やノウハウを活用し、施設の効率化や
サービスの充実を図る「民間活力の導入」を基
本とし、将来持続可能な行政サービスを行え
るように、施設の再編等を進めてまいります。
　現在、このガイドラインの素案についてパ
ブリックコメントを行っておりますので、ぜ
ひ皆さんのご意見をお寄せいただければと思
います。詳細は、本紙の9頁をご覧ください。
　全体的な方針・目標を定めたガイドライン
策定後は、関係者や市民の皆さんのご意見な
どを伺いながら、施設分野ごとに個別の適正
配置計画をつくり実行してまいります。

　施設の総量を縮減していくことは、時とし
て市民の皆さんにもご不便をおかけすること
もあるかもしれません。しかし、この取り組
みが、本市の将来を大きく左右していくこと
になりますので、この機会にぜひ一緒に今後
の施設のあり方を考えていただければ幸いで
す。ご理解、ご協力を賜りますようお願い申
し上げます。

栃木市長　鈴木俊美

No.37

公共施設のあり方について

栃木ケーブルテレビで市長通信を放映しています。

今
月
の
注
目
情
報

あ な た に も、マ イ ナ ン バ ー。 は じ ま り ま す。

第7回　マイナンバー講座

マイナンバーは一生使うものです。大切にしてください。
マイナンバーのホームページ
http://www.cas.go.jp/jp/seisaku/bangoseido/index.html
マイナンバーのコールセンター☎0570-20‒0178（マイナンバー）

※通知カード（簡易書留で送付された紙製のもの）、個人番
号カード（希望者に発行されるプラスチック製のもの）は、
大切に保管してください。
※マイナンバー制度に便乗した不正な勧誘や個人情報の取
得にご注意ください。マイナンバーの手続で、口座番号や
資産情報を電話で聞くことはありません。
不審な電話やメールが来たら・・・
① 専用コールセンターや消費者ホットラインに連絡・相談して

ください。
マイナンバー総合フリーダイヤル： 0120-95-0178
消費者ホットライン：188（いやや!）
② 警察の相談専用窓口、特定個人情報保護委員会の苦情あっせ

ん窓口は、こちら。
警察　相談専用電話：#9110
特定個人情報保護委員会苦情あっせん相談窓口：
03-6441-3452

岩 岩舟総合支所
〒329-4392
　岩舟町静5133-1
☎55-7751（代）
FAX55-4910

休日にお困りの時は
本庁日直☎（22）3535

　
市
の
歴
史
や
文
化
を
テ
ー
マ
に
し
た

「
と
ち
ぎ
文
化
検
定
」を
受
け
て
、栃
木
市

の
歴
史
や
文
化
の
魅
力
を
再
発
見
し
て
み

ま
せ
ん
か
?
検
定
に
合
格
し
た
方
に
は
合

格
証
を
授
与
す
る
と
と
も
に
、特
典
と
し

て
と
ち
ぎ
蔵
の
街
美
術
館
の
招
待
券
を
差

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、平
成
28
年
度
の
1

年
間
、美
術
館
の
各
企
画
展
の
割
引
引
換

券
並
び
に
市
内
の
文
化
関
係
の
お
知
ら
せ

（
チ
ラ
シ
等
）を
毎
月
送
付
し
ま
す
。

　
ま
た
今
回
は
、本
市
を
よ
り
深
く
知
っ

て
も
ら
う
た
め
、新
規
に「
上
級
コ
ー
ス
」

を
設
け
ま
し
た
。
上
級
コ
ー
ス
合
格
者
に

は『
上
級
コ
ー
ス
合
格
認
定
証
』を
授
与
し

ま
す
。
こ
れ
を
と
ち
ぎ
蔵
の
街
美
術
館
や
、

栃
木
市
お
お
ひ
ら
歴
史
民
俗
資
料
館
・
郷

土
資
料
館
入
館
時
に
提
示
す
る
と
、入
館

料
が
特
別
割
引
に
な
り
ま
す（
平
成
28
年

度
中
有
効
）。
奮
っ
て
挑
戦
く
だ
さ
い
。

【
出
題
範
囲
・
合
格
基
準
】7
割
を
合
格（
満

点
1
0
0
点
）

○
一
般
コ
ー
ス（
50
問
）

『
と
ち
ぎ
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』か
ら
出
題
し
、

四
肢
択
一
式
に
よ
る
50
問
を
出
題

○
上
級
コ
ー
ス（
1
0
0
問
）

『
と
ち
ぎ
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』か
ら
四
肢
択
一

式
に
よ
る
70
題

『
平
成
27
年
度
と
ち
ぎ
文
化
講
座
配
布
資

料
』お
よ
び『
上
級
コ
ー
ス
用
資
料
』か
ら

四
肢
択
一
式
に
よ
る
30
題
を
出
題

◆
日
時

　
3
月
5
日（
土
）9
時
30
分
開
始

（
試
験
時
間
60
分
）

◆
場
所

　
大
平
公
民
館（
大
平
町
蔵
井
）

◆
受
験
料 

一
般
コ
ー
ス 

1
，0
0
0
円

 

上
級
コ
ー
ス 

1
，2
0
0
円

 

（
資
料
代
2
0
0
円
含
む
）

◆
申
込

　
2
月
17
日（
水
）ま
で
に
費
用
を

添
え
て
、本 

文
化
課（
土
日
祝
も
受
付
可
）、

各
教
育
支
所
窓
口
へ
。

※『
と
ち
ぎ
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』（
税
込

2
0
0
円
）は
本
文
化
課
、と
ち
ぎ
蔵
の
街

美
術
館
も
し
く
は
各
教
育
支
所
窓
口
に
て

販
売
。

◆
問
合
先

　
本 

文 

化 

課 

☎
（21）

2
4
9
5

栃木市文化大使講演会
“没後70年

栃木市出身の洋画家
「清水登之」を知る”

第2回 とちぎ文化検定

　
栃
木
市
文
化
大
使
で
、美
術
分
野
に
お
い
て

造
詣
が
深
く
本
市
と
縁
の
あ
る
美
術
家
に
つ
い

て
研
究
し
て
い
る
杉
村
浩
哉
氏
を
講
師
に
迎
え
、

〝
洋
画
家「
清
水
登
之
」を
知
る
〞と
題
し
、本
市

の
文
化
面
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
日
時
　

3
月
5
日（
土
）10
時
45
分
〜
12
時

◆
場
所
　
大
平
公
民
館（
大
平
町
蔵
井
）

◆
費
用

　
無
料

◆
問
合
先

　
本 

文
　

化
　

課 

☎
（21）

2
4
9
5

◆開始日　1月28日（木）
◆場　所
　全国のコンビニエンスストア
◆時　間　6時30分～23時
※年末年始を除く

◆種　類　所得証明書、住民税
決定証明書
※取得できる年度は、現年度の
みです
◆料　金　180円
（窓口料金より20円お得）

税の証明書がコンビニで取得できるようになります

マイナンバーの個人番号カード※で、
所得証明書と住民税決定証明書が取得できます

※「通知カード」では、取得できません。

「キャンプ風景」昭和初期　板・油彩
　とちぎ蔵の街美術館蔵

広報とちぎ　２月号 ２０１６（平成２８）年１月２０日　発行3 今月の注目情報・市長通信



市県民税申告相談受付日程表
※
通
常
時
間
に
来
場
で
き
な
い
方
の
た
め
、次
の
期
日
は
市
県
民
税
の
申
告
を
18
時
30
分
ま
で
延
長
し
て
受
け
付
け
ま
す

　
　
栃
木
地
域
▼
3
月
10
日（
木
）・
11
日（
金
）　
大
平
地
域
▼
3
月
2
日（
水
）・
3
日（
木
）　
　
藤
岡
地
域
▼
3
月
8
日（
火
）・
9
日（
水
）　
都
賀
地
域
▼
2
月
29
日（
月
）・
3
月
1
日（
火
）　 

西
方
地
域
▼
2
月
25
日（
木
）・
26
日（
金
）　
岩
舟
地
域
▼
3
月
4
日（
金
）・
7
日（
月
）

3月 2月

期日15
日（
火
）

14
日（
月
）

11
日（
金
）

10
日（
木
）

9
日（
水
）

8
日（
火
）

7
日（
月
）

4
日（
金
）

3
日（
木
）

2
日（
水
）

1
日（
火
）

29
日（
月
）

26
日（
金
）

25
日（
木
）

24
日（
水
）

23
日（
火
）

22
日（
月
）

19
日（
金
）

18
日（
木
）

17
日（
水
）

16
日（
火
）

市役所本庁舎3階正庁 皆川公民館 吹上公民館 寺尾公民館 大宮公民館 国府公民館 会場
大 箱

森
薗
部
4
、

入
舟
、柳
橋

薗
部
1

片
柳
4
・
5

片
柳
1

沼
和
田

日
ノ
出
、湊

城
内
2

城
内
1
、河
合

万
、倭
、旭
、室

柏
倉
、小
野
口
、志
鳥
、大
皆
川
、新
井

皆
川
城
内
、岩
出
、泉
川

細
堀
、川
原
田
、千
塚
、梓

吹
上
、木
野
地
、野
中
、宮
、大
森

仲
方

大
久
保
、鍋
山
、星
野

尻
内
、梅
沢
、出
流

平
柳
2
・
3
、今
泉
、仲
仕
上
、藤
田

久
保
田
、宮
田
、高
谷
、樋
ノ
口

大
宮

国
府
、大
塚

惣
社
、柳
原
、大
光
寺
、田
村

寄
居

9
時
〜
11
時
30
分栃
木
地
域

平
柳
1

錦
、
嘉
右
衛
門

薗
部
2
・
3

平
井

片
柳
2
・
3

沼
和
田
、境

富
士
見
、祝
、

小
平

神
田
、本

泉
、昭
和

13
時
〜
16
時

15 14 11 10 9 8 7 4 3 2 1 29 26 25 24 23 22 19 18 17 16 期日

大平公民館1階視聴覚室 大平公民館1階視聴覚室 会場
大
平
地
域
全
域

下
高
島
、上
高
島
、北
武
井

横
堀
、牛
久
、上
牛
久 

川
連
、蔵
井

土
与
、真
弓（
東
）

真
弓（
西
・
中
・
南
）

西
山
田（
1
・
2
・
3
）

下
皆
川（
1
・
2
）

富
田
日
立
、中
央
町（
全
）

富
田（
4
・
5
）

富
田（
2
・
7
）

富
田（
1
・
3
・
6
・
8
）

西
野
田（
1
）、榎
本（
上
・
下
）

西
野
田（
2
）、西
水
代（
上
2
）

榎
本（
旭
）

伯
仲（
北
・
南
・
西
）

西
水
代（
上
3
・
下
）

西
水
代（
上
1
・
瓜
畑
）

新（
1
）、榎
本（
荒
）

新（
2
）

新（
4
）

新（
3
）

9
時
〜
11
時
30
分大
平
地
域13

時
〜
16
時

15 14 11 10 9 8 7 4 3 2 1 29 26 25 24 23 22 19 18 17 16 期日

藤岡公民館2階大会議室 藤岡公民館2階大会議室 会場
藤
岡
地
域
全
域

藤
岡
地
域
全
域

藤
岡
地
域
全
域

城
山
、南
山

小
出
山

仲
町
、新
町

羽
黒

上
町
、東
原

荒
立
、荒
立
北

向
山
、山
合

 

大
田
和
、太
田

都
賀

甲 甲 大
前（
6
区
）

大
前（
5
区
・
7
区
）

赤
麻（
2
区
・
4
区
）

赤
麻（
1
区
・
3
区
）

西
前
原
、富
吉
、中
根

蛭
沼

石
川
、帯
刀
、緑
川

新
波

部
屋

藤
岡
地
域
全
域

9
時
〜
11
時
30
分藤
岡
地
域

原
、篠
山
、

下
宮

城
南
、筌
場

高
間
、向
高
間

内
町
、下
町

鹿
島

通
山
合
、堤
外

底
谷

都
賀 13

時
〜
16
時

15 14 11 10 9 8 7 4 3 2 1 29 26 25 24 23 22 19 18 17 16 期日

都賀総合支所別館大会議室 都賀総合支所別館大会議室 会場
都
賀
地
域
全
域

宿
坪
、中
郷
、野
上

南
嶺
、十
文
字
、仲
坪

富
張

大
橋
、深
沢

木
の
西
、木
の
北

木
の
東

原
宿
、桜
内
、臼
久
保

升
塚

平
川（
4
0
1
番
地
〜
）

平
川（
1
〜
4
0
0
番
地
）

合
戦
場（
6
5
1
番
地
〜
）

合
戦
場（
2
5
1
〜
6
5
0
番
地
）

合
戦
場（
1
〜
2
5
0
番
地
）

鷲
宮
、桜
本

上
新
田
、中
荒
井

橋
本

中
新
田

新
名
地
、本
郷
、中
妻
中
の
内

下
新
田
、宿

都
賀
地
域
全
域

9
時
〜
11
時
30
分都
賀
地
域13

時
〜
16
時

15 14 11 10 9 8 7 4 3 2 1 29 26 25 24 23 22 19 18 17 16 期日

西方公民館1階多目的室 西方公民館1階多目的室 真名子夢ホール 会場
西
方
地
域
全
域

西
方
地
域
全
域

西
方
地
域
全
域

西
方
地
域
全
域

西
方
地
域
全
域

上
組
東

栄
町

木
の
宮
西

大
沢
田

小
倉
山
下

柴
中

元
中
部

古
宿

金
井
新
田

弥
八
内

和
久
井
、金
井
北

下
宿
北

田
谷

真
上
、向
宿

岡
、男
丸

根
子
屋

9
時
〜
11
時
30
分西
方
地
域

上
組
北

金
崎
南
、上
組
南

木
の
宮
東

中
宿

宿
裏
町

柴
南

柴
西

峰 西
金
井

薬
師
堂
、金
井
東

原
、神
塚

下
宿
南

居
林

反
町

小
沼
、小
沼
北

水
木 13
時
〜
16
時

15 14 11 10 9 8 7 4 3 2 1 29 26 25 24 23 22 19 18 17 16 期日

岩舟総合支所　会議室棟2階　第3会議室 岩舟総合支所　会議室棟2階　第3会議室 会場
岩
舟
地
域
全
域

岩
舟
地
域
全
域

中
妻
、田
代

小
名
路
、に
し
ね

三
谷
中
・
西

新
里
荒
屋
敷

畳
岡
本
明
・
宮
前

下
津
原
原
・

手
洗
窪

下
津
原
宿
・

新
田
下

羽
抜
新
田
・
社
口

羽
抜
本
郷

茂
呂
新
田
・
東
坪

岩
舟
地
域
全
域

宿
下
東
・
西
・
中

宿
下
東
六
反

馬
宿
東

五
斗
内
、新
区

水
掛
、い
す
ゞ

三
八
五
、向

赤
塚
、岸
内
、

三
ツ
谷

静
和
駅
前
第
二
・
第

三 静
和
駅
前
一

和
泉
第
一

五
十
畑
、中
ノ
島

9
時
〜
11
時
30
分岩
舟
地
域

山
中
、羽
田

西
耕
地
、石
橋

上
耕
地

三
谷
東
、下
岡

上
岡

古
江
第
一
・
第
二
・

第
三

新
里
宿
・
北
中
妻

下
津
原
上
、

畳
岡
宿
坪

下
津
原
法
花

中
央
一
・
中
央

下
津
原
新
田
上

中
久
保
、御
門

茂
呂
八
郎
士
、栄
町

宿
上
東
・
西

茂
呂
本
郷
東
・
西

馬
宿
西

鷲
巣
、山
ノ
腰
東
・

西 曲
新
田
、本
郷
、

上
サ

鯉
ケ
島
、芝
宮

林
中
原
、赤
羽
根

学
校
前

古
橋
北
・
南

和
泉
第
二
・
第
三

鶴
巻
、和
泉
日
立

13
時
〜
16
時

所
得
税
確
定
申
告
が
必
要
な
方

▼
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
、
譲

渡
所
得
な
ど
が
あ
る
方

▼
給
与
所
得
者
で
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方

○
給
与
の
収
入
金
額
が
2
千
万
円

を
超
え
る
方

○
給
与
の
支
払
を
1
か
所
か
ら
受

け
て
い
て
、給
与
所
得
以
外
の
所

得
が
20
万
円
を
超
え
る
方

○
給
与
の
支
払
を
2
か
所
以
上
か

ら
受
け
て
い
て
、年
末
調
整
さ
れ

な
か
っ
た
給
与
収
入
と
給
与
所
得

以
外
の
所
得
が
20
万
円
を
超
え
る

方▼
確
定
申
告
で
還
付
を
受
け
た
い

方○
医
療
費
控
除
や
住
宅
借
入
金
等

　
前
年
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
一
年
間
に
生
じ
た
す
べ
て

の
所
得
に
つ
い
て
計
算
し
、税
金
の
額
を
確
定
し
ま
す
。
必
ず
期
限
内

に
正
し
く
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

所
得
税
の
確
定
申
告

◆
会
場

栃
木
商
工
会
議
所（
片
柳
町
2
丁

目
）

○
開
設
期
間

　
2
月
16
日（
火
）
〜
3
月
15
日

（
火
）　
※
土
・
日
を
除
く

○
受
付
時
間

　
9
時
〜
16
時

※
期
間
中
は
栃
木
税
務
署
庁
舎
で

の
申
告
相
談
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

◆
問
合
先

栃
木
税
務
署 

☎
（22）

0
8
8
5（
自

動
音
声
案
内
）

◆
確
定
申
告
に
は
、パ
ソ
コ
ン
が

利
用
で
き
ま
す

　
期
間
中
い
つ
で
も
、国
税
庁
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
確
定
申
告
書
等

作
成
コ
ー
ナ
ー
」で
作
成
し
た
申

告
書
な
ど
を
印
刷
し
、そ
の
ま
ま

提
出
で
き
ま
す（
郵
送
可
）。
ま
た
、

e

－

T
a
x
（
国
税
電
子
申
告
・
納

住
す
る
次
の
方

○
確
定
申
告
の
必
要
は
な
い
が
、

前
年
中
何
ら
か
の
所
得
が
あ
っ
た

方○
給
与
所
得
者（
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ

イ
ト
含
む
）で
、勤
務
先
か
ら
市
役

所
に
給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ

れ
て
い
な
い
方

▼
収
入
、
所
得
が
な
い
方
で
次
の

方○
扶
養
者
の
勤
務
先
や
官
公
庁
へ

の
証
明
書
等
の
提
出
が
必
要
と
な

る
方

○
国
民
健
康
保
険
税
、後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
、介
護
保
険
料
で

軽
減
等
の
算
定
が
必
要
な
方

○
そ
の
他
、サ
ー
ビ
ス
給
付
の
た

め
に
所
得
の
把
握
が
必
要
と
な
る

方※
年
末
調
整
を
し
た
給
与
所
得
だ

け
の
方
は
、申
告
不
要
で
す
。

※
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
方

○
医
療
費
控
除
の
金
額
や
事
業
収

支
等
は
事
前
に
集
計
し
て
か
ら
お

越
し
く
だ
さ
い
。

○
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

車
で
の
来
場
は
な
る
べ
く
控
え
て

く
だ
さ
い
。

○
次
の
確
定
申
告
は
市
県
民
税
会

場
で
は
受
付
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。
事
前
に
確
認
く
だ
さ
い
。

・ 

初
年
度
の
住
宅
借
入
金
等
特
別

控
除

・ 

土
地
や
建
物
・
株
式
等
の
譲
渡

所
得
、先
物
取
引
に
係
る
雑
所
得

・ 

準
確
定
申
告

※
青
色
申
告
、国
外
扶
養
を
す
る

方
の
申
告
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

◆
申
告
に
必
要
な
も
の

○
売
上
、収
入
、経
費
な
ど
が
わ
か

る
収
支
内
訳
書
等

○
給
与
収
入
、年
金
収
入
の
あ
る

方
は
源
泉
徴
収
票（
コ
ピ
ー
不
可
）

○
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
・
国
民

特
別
控
除
及
び
雑
損
控
除
な
ど
各

種
控
除
を
受
け
る
方

○
公
的
年
金
に
係
る
雑
所
得
の
み

で
源
泉
徴
収
さ
れ
た
税
金
が
納
め

過
ぎ
の
方

　
な
ど

▼
関
東
・
東
北
豪
雨
災
害
の
被
害

に
よ
り
雑
損
控
除
を
す
る
方

　
関
東
・
東
北
豪
雨
災
害
の
被
害

に
よ
り
、ご
自
身
や
ご
自
身
と
生

計
を
一
に
す
る
一
定
の
親
族
が
所

有
す
る
住
宅
や
家
財
・
車
両
な
ど

に
損
害
を
受
け
た
方
は
、確
定
申

告
を
す
る
こ
と
で
所
得
税
等
の
全

部
ま
た
は
一
部
を
軽
減
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
事
前
に
栃
木
税

務
署
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
県
民
税
申
告
が
必
要
な
方

▼
平
成
28
年
1
月
1
日
に
市
内
在

税
シ
ス
テ
ム
）に
よ
り
、自
宅
か
ら

申
告
や
納
税
が
可
能
で
す
。
な
お
、

利
用
に
は
事
前
に
手
続
き
が
必
要

で
す
。

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

〈http://w
w
w
.nta.go.jp/

〉

市
県
民
税
の
申
告

◆
日
時
お
よ
び
場
所

　
左
の
日
程
表
の
通
り
行
い
ま
す
。

会
場
お
よ
び
日
時
を
確
認
の
う
え
、

申
告
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

・ 

混
雑
緩
和
の
た
め
、な
る
べ
く

指
定
の
受
付
日
に
ご
来
場
く
だ
さ

い
。
都
合
が
悪
い
方
は
他
の
日
程

お
よ
び
他
の
庁
舎
・
会
場
で
も
受

付
し
ま
す
。

◆
申
告
に
つ
い
て
の
お
願
い

○
期
間
中
、市
役
所
本
庁
窓
口
お

よ
び
各
総
合
支
所
の
税
務
課
窓
口

で
は
申
告
の
受
付
を
行
い
ま
せ
ん
。

各
申
告
会
場
で
申
告
し
て
く
だ
さ

い
。

は
、市
県
民
税
の
申
告
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

▼
公
的
年
金
等
を
受
給
さ
れ
て
い

る
方
へ

　
平
成
23
年
分
以
降
は
、公
的
年

金
等
の
収
入
金
額
の
合
計
額
が

4
百
万
円
以
下
で
あ
り
か
つ
公
的

年
金
等
に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所

得
金
額
が
20
万
円
以
下
の
場
合
、

所
得
税
の
確
定
申
告
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、所
得
税
の

還
付
を
受
け
る
場
合
や
上
場
株
式

等
に
係
る
譲
渡
損
失
の
繰
越
控
除

な
ど
で
控
除
を
受
け
る
場
合
に
は
、

確
定
申
告
書
の
提
出
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、公
的
年
金
等
の

収
入
金
額
が
4
百
万
円
以
下
で
も

そ
の
他
の
所
得
が
あ
る
場
合
や
、

医
療
費
控
除
等
の
控
除
を
受
け
る

場
合
に
は
、市
県
民
税
の
申
告
が

必
要
で
す
。

健
康
保
険
税
等
）の
領
収
書
等

○
生
命
保
険
料
・
地
震
保
険
料
等

の
控
除
証
明
書

○
障
が
い
者
控
除
を
受
け
る
場
合

は
、状
況
を
証
明
す
る
手
帳
も
し

く
は
証
明
書

○
医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合
は
、

医
療
費
の
領
収
書
、補
て
ん
さ
れ

た
金
額
の
わ
か
る
も
の

○
そ
の
他
、収
入
確
認
、控
除
に
必

要
と
な
る
も
の

○
還
付
申
告
の
場
合

　
通
帳
ま
た
は
口
座
の
わ
か
る
も
の

○
印
鑑（
朱
肉
を
使
用
す
る
も
の
）

◆
問
合
先

本 

市  

民  

税 

課 

☎
（21）

2
2
6
5

大 

税
　 

務 

　
課 

☎
（43）

9
2
0
8

藤 

税
　 

務 

　
課 

☎
（62）

0
9
0
2

都 

税
　 

務 

　
課 

☎
（29）

1
1
0
1

西 

地
域
ま
ち
づ
く
り
課

 

☎
（92）

0
3
0
4

岩 

税
　 

務 

　
課 

☎
（55）

7
7
5
7

所得税の確定申告と市県民税の申告は3月15日（火）まで
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平
成
28
年
度
に
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
ト
ッ

プ
ペ
ー
ジ
下
部
）
に
掲

載
す
る
有
料
バ
ナ
ー
広

告
を
募
集
し
ま
す
。
企

業
P
R
な
ど
に
ぜ
ひ
活

用
く
だ
さ
い
。

◆
掲
載
期
間

　
平
成
28
年
4
月
〜
平

成
29
年
3
月
の
1
か
月

単
位

◆
掲
載
規
格

　
天
地
50
ピ
ク
セ
ル
×
左
右

1
7
0
ピ
ク
セ
ル

容
量
：
8
K
B
以
内

形
式
：
G
I
F
、J
P
E
G
、P
N
G

◆
枠
数

　
制
限
な
し

◆
掲
載
料

1
か
月

　
1
万
5
，0
0
0
円

12
か
月
　

16
万
5
，0
0
0
円

（
一
括
前
納
の
場
合
に
限
る
）

◆
申
込
　

2
月
1
日（
月
）〜
29
日（
月
）

◆
問
合
先

本 

秘
書
広
報
課（
本
庁
舎
3
階
29
番
窓
口

☎
（21）
2
3
1
7
）

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●原動機付自転車・二輪の軽自動車・二輪の小型自動車・小型特殊自動車
　4月1日（平成28年度課税）から表1のとおり税額が変わります。
表1

種　別 H27まで H28から

原付
一種（50cc以下） 1,000円 2,000円
二種（90cc以下） 1,200円 2,000円
二種（125cc以下） 1,600円 2,400円

軽自動車　二輪 2,400円 3,600円
ボートトレーラー等 2,400円 3,600円
二輪の小型自動車 4,000円 6,000円

小型特殊 農耕用 1,600円 2,400円
その他 4,700円 5,900円

ミニカー 2,500円 3,700円
●軽自動車（四輪以上および三輪のもの）
　4月1日（平成28年度課税）から表2のとおり税額が変わります。
※ 初めて車両番号の指定を受けた年月により、税額が異なります。自動

車検査証（車検証）の「初度検査年月」欄を確認ください。
※ 平成27年4月1日以後に初めて車両番号の指定を受けた車両の中で

排出ガス性能及び燃費性能（※）に優れた軽自動車に対して、その性能
に応じて平成28年度課税分のみ軽自動車税が軽減されます。（グリー
ン化特例）（（※）排出ガス性能及び燃費性能については、自動車検査証
（車検証）の「備考」欄を確認ください。）

表2

種　別

（1）
平 成 27 年 3
月 31日 以 前
に車両番号の
指定を受けた
車両（現在の
税額と同じ）

（2）
平 成 27 年 4
月1日以後に
初めて車両番
号の指定を受
けた車両

（3）
初めて車両番
号の指定を受
けた月から13
年超の車両

三輪のもの 3,100円 3,900円 4,600円

軽減税率
75%軽減※1 1,000円 　
50%軽減※2 2,000円
25%軽減※3 3,000円

四
輪
以
上
の
も
の

乗用 自家用 7,200円 10,800円 12,900円

軽減税率
75%軽減※1 2,700円 　
50%軽減※2 5,400円
25%軽減※3 8,100円

乗用 営業用 5,500円 6,900円 8,200円

軽減税率
75%軽減※1 1,800円 　
50%軽減※2 3,500円
25%軽減※3 5,200円

貨物 自家用 4,000円 5,000円 6,000円

軽減税率
75%軽減※1 1,300円 　
50%軽減※2 2,500円
25%軽減※3 3,800円

貨物 営業用 3,000円 3,800円 4,500円

軽減税率
75%軽減※1 1,000円 　
50%軽減※2 1,900円
25%軽減※3 2,900円

※1　電気自動車・天然ガス軽自動車（平成21年排出ガス基準10%低減） 
※2　 乗用：揮発油（ガソリン）を内燃機関の燃料かつ、平成17年排出ガス基準75%低減

達成（★★★★）かつ平成32年度燃費基準+20%達成車 
  貨物：揮発油（ガソリン）を内燃機関の燃料かつ、平成17年排出ガス基準75%

低減達成（★★★★）かつ平成27年度燃費基準+35%達成車 
※3　 乗用：揮発油（ガソリン）を内燃機関の燃料かつ、平成17年排出ガス基準75%低減

達成（★★★★）かつ平成32年度燃費基準達成車 
  貨物：揮発油（ガソリン）を内燃機関の燃料かつ、平成17年排出ガス基準75%

低減達成（★★★★）かつ平成27年度燃費基準+15%達成車 

◆問合先 本 市民税課 ☎（21）2261 大 税務課 ☎（43）9208
 藤 税  務  課 ☎（62）0902 都 税務課 ☎（29）1101
 西 地域まちづくり課　☎（92）0304 岩 税務課 ☎（55）7757

　「
い
た
だ
き
ま
す
」笑
顔
い
っ
ぱ
い

で
テ
ー
ブ
ル
を
囲
む
園
児
の
姿
に
、

周
囲
の
大
人
ま
で
が
幸
せ
な
気
持
ち

に
な
り
ま
す
。
み
ん
な
と
一
緒
に
食

べ
る
こ
と
で
、食
の
楽
し
さ
を
味
わ

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
日
々
の
食
事
は
、心
と
体
づ
く
り

の
基
本
と
な
り
、豊
か
な
人
間
性
の

形
成
に
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
と
言
え
ま
す
。
ま
た
、様
々
な

味
・
食
材
に
ふ
れ
る
機
会
を
通
し
て
、

味
覚
・
嗅
覚（
き
ゅ
う
か
く
）な
ど
、子

ど
も
の
五
感
の
発
達
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。
あ
る
保
育
園
で
は
、食
の

楽
し
さ
を
味
わ
わ
せ
る
と
と
も
に
、

様
々
な
味
・
食
材
・
食
感
に
慣
れ
さ
せ

る
た
め
に
、給
食
の
献
立
の
サ
イ
ク

ル
を
1
週
間
〜
10
日
ご
と
に
し
た

り
、発
達
段
階
に
合
わ
せ
た
調
理
の

工
夫
を
し
た
り
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

日
々
忙
し
い
親
に
と
っ
て
は
、と
て

も
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。

　
大
阪
市
立
大
学
大
学
院
・
生
活
科

学
研
究
科
教
授
・
中
井
孝
章
氏
は
、最

近
の
子
ど
も
を
取
り
巻
く
食
生
活
の

環
境
を「
ニ
ワ
ト
リ
症
候
群
」と
名
付

け
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、孤
食
コ（
子

ど
も
が
一
人
で
食
事
を
と
る
）・
欠
食

ケ
ッ（
朝
食
を
と
ら
な
い
）・
個
食
コ

（
家
族
が
自
分
の
好
き
な
も
の
を
食

べ
る
）・
固
食
コ（
い
つ
も
同
じ
も
の

ば
か
り
食
べ
て
い
る
）の
頭
文
字「
コ

ケ
コ
ッ
コ
」に
ち
な
ん
だ
も
の
で
す
。

　「
食
」は
、私
た
ち
の
生
活
に
最
も

身
近
な
も
の
で
、
生
活
の
基
本
で

す
。
家
族
の
元
気
・
家
族
の
笑
顔
が

明
日
の
活
力
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ニ

ワ
ト
リ
症
候
群
に
な
ら
な
い
た
め
に

も
、で
き
れ
ば
1
日
1
食
は
、家
族
そ

ろ
っ
て
楽
し
い
食
卓
を
囲
み
た
い
も

の
で
す
。

◆
問
合
先

本 

生
涯
学
習
課 

☎
（21）

2
4
9
0

◆
募
集
期
間

　
2
月
1
日（
月
）〜
29
日（
月
）

◆
広
報
紙
発
行
部
数

　

約
5
万
3
，3
0
0
部（
月
1
回
発
行
／
A
3
版
）

《
募
集
期
間
内
の
申
込
に
つ
い
て
は
、次
の
優
先
順

位
で
掲
載
》

1
．
同
一
枠
を
12
回
一
括
申
込
み

2
．
複
数
申
込
み（
合
計
納
付
金
額
が
多
い
方
を
優

先
、合
計
金
額
が
同
じ
場
合
、枠
サ
イ
ズ
が
大

き
い
方
を
優
先
）

3
．1
回
申
込
み（
枠
サ
イ
ズ
が
大
き
い
方
を
優
先
）

※
そ
れ
ぞ
れ
市
内
の
個
人
事
業
所
や
市
内
に
事
業

所
を
有
す
る
法
人
等
を
優
先
し
ま
す
。

※
優
先
順
位
が
同
順
位
の
場
合
、抽
選
で
決
定
し
ま

す
。

※
募
集
期
間
経
過
後
、募
集
枠
に
空
き
が
あ
る
場
合

は
、申
込
み
順
と
し
ま
す
。

《
注
意
事
項
》

・ 
 

広
告
の
内
容
等
は
、「
広
報
と
ち
ぎ
」広
告
掲
載
仕

様
書
を
厳
守（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。
詳
し

く
は
問
合
先
へ
）

・ 
 

カ
ラ
ー
広
告
の
左
右
や
、白
黒
広
告
の
掲
載
場
所

は
指
定
で
き
ま
せ
ん

◆
申
込
・
問
合
先
　

申
込
書（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）に
広
告
原
案
を
添
え
て
、

本 

秘
書
広
報
課（
本
庁
舎
3
階
29
番
窓
口
／
☎

（21）

2
3
1
8
）

軽自動車税の税率改正

平
成
28
年
度
広
報
と
ち
ぎ  

有
料
広
告
を
募
集

バ
ナ
ー
広
告
の
募
集

☆
カ
ラ
ー
広
告
　
○
場
所
と
料
金（
１
回
当
た
り
）

①
裏
表
紙
下

　
2
段
の
2
分
の
1
枠

　
8
万
円
／
枠

（枠サイズ①・②共通）
（約）横 135 ㎜×縦 94 ㎜

☆
白
黒
広
告
　
○
場
所
と
料
金（
1
回
当
た
り
）

④
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
等

　（8
段
組
）の
最
下
段

　（
1
号
に
付
き
概
ね
9
枠
）の

　
3
分
の
1
枠

　
1
万
8
千
円（
枠
サ
イ
ズ
④
）

　（
約
）横
89㎜×

縦
45㎜

※

1
ペ
ー
ジ
単
位（
例
2
分
の
1
枠×

2
）で
も
受
け
付
け
ま
す
。

③
裏
表
紙
1
頁
前

　
下
1
段
の
2
分
の
1
枠

　
3
万
5
千
円
／
枠

　（
枠
サ
イ
ズ
③
）

　（
約
）横
135㎜×

縦
45㎜

②
表
紙
裏
下

　
2
段
の
2
分
の
1
枠

　
7
万
円
／
枠
　

白黒広告
（インフォ
メーション等
のページ）

④④④

カラー広告
（裏表紙の
1ページ前）

③ ③

カラー広告
（表紙裏）

② ②

カラー広告
（表紙裏）

① ①

42
楽
し
い
食
事
は

心
と
体
づ
く
り
の
基
本
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暖
房
器
具
が
活
躍
す
る
こ

の
季
節
は
、毎
年
、暖
房
器
具

に
よ
る
事
故
が
多
発
し
て
い

ま
す
。
平
成
21
〜
25
年
度
に

発
生
し
た
6
0
2
件
の
事

故
の
う
ち
、原
因
の
第
一
位

と
な
っ
て
い
る
の
が
、誤
操
作
や
不
注
意

に
よ
る
も
の
で
、全
体
の
3
割
以
上
を
占

め
て
い
ま
す（
Nナ

イ

ト

I
T
E
：
独
立
行
政
法
人 

製
品
評
価
技
術
基
盤
機
構
の
発
表
に
よ

る
）。

事
故
防
止
の
た
め
に
、取
扱
説
明
書
の
注

意
事
項
を
よ
く
読
み
正
し
く
使
用
し
ま

し
ょ
う
。

石
油
・
ガ
ス
暖
房
器
具
共
通

・ 
 

機
器
の
上
部
で
洗
濯
物
の
乾
燥
な
ど
を

し
な
い
。
可
燃
物
や
可
燃
性
の
ス
プ

レ
ー
缶
を
近
く
に
置
か
な
い
。

・ 
 

定
期
的
に
換
気
し
、就
寝
時
や
外
出
時

は
必
ず
消
火
す
る
。

・ 
 

機
器
に
異
常
を
感
じ
た
場
合
は
使
用
を

中
止
し
、販
売
店
や
製
造
業
者
に
相
談

す
る
。

石
油
暖
房
器
具

・ 
 

ガ
ソ
リ
ン
や
古
い
灯
油
は
使
用
し
な
い
。

（
近
年
、古
い
灯
油
を
使
用
し
た
た
め
に

器
具
に
不
具
合
が
出
た
と
い
う
相
談
が

大
変
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
古
い
灯
油

を
使
っ
た
た
め
に
器
具
の
修
理
に
多
額

の
修
理
費
が
か
か
っ
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。）

・ 
 

給
油
の
際
に
は
消
火
操
作
を
行
い
、火

が
完
全
に
消
え
た
こ
と
を
確
認
す
る
。

・ 
 

給
油
後
は
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
タ
ン
ク
か
ら

灯
油
が
漏
れ
て
い
な

い
か
確
認
す
る
。

・ 
 

燃
焼
筒
を
正
し
く

セ
ッ
ト
す
る
。

・ 
 

安
全
基
準
が
向
上
し
た（
P
S
C
マ
ー

ク
表
示
）石
油
暖
房
器
具
を
使
用
す
る
。

ガ
ス
暖
房
器
具

・ 
 

ガ
ス
暖
房
機
器
を
使
用
す
る
際
は
適
切

な
ガ
ス
接
続
具
で
正
し
く
接
続
す
る
。

・ 
 

ガ
ス
接
続
具
は
し
っ
か
り
と
差
し
込
み

固
定
す
る
。

・ 
 

常
日
頃
か
ら
ガ
ス
漏
れ
に
注
意
し
、ガ

ス
漏
れ
の
疑
い
の
あ
る
時
は
、点
火
操

作
や
ラ
イ
タ
ー
な
ど
の
火
気
の
使
用
は

し
な
い
。

◆
問
合
先

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
入
舟
庁
舎
☎
（23）

8
8
9
9
）

暖
房
器
具
の
事
故
に
注
意

相談業務の案内
相談は気軽にどうぞ　相談は無料で、秘密は厳守します。
住所が市内の方であれば、どこの窓口でも相談できます。

相　　　談 日　時 場所／問合先

○弁護士相談（事前に要予約）

2月12日（金）26日（金）
10：00～12：00

本庁舎／本 市民生活課
☎（21）2122

3月17日（木）
10：00～12：00

大平隣保館／本 人権・男女共同参画課
☎（43）6611　0120-46-7830

2月15日（月）
10：00～12：00

藤岡公民館／藤 生活環境課
☎（62）0903

2月10日（水）
10：00～12：00

都賀総合支所／都 生活環境課
☎（29）1102

3月9日（水）
10：00～12：00

西方総合支所／西 生活環境課
☎（92）0308

2月8日（月）
10：00～12：00

遊楽々館／岩 生活環境課
☎（55）7763

○総合相談
（行政・人権・家庭児童・青少年）

2月12日（金）26日（金）
10：00～12：00 本庁舎／本 市民生活課

☎（21）2122〇宅地建物相談（土地・建物の売買や
賃貸借、所有と管理に関する相談）

2月12日（金）
10：00～12：00

○合同相談
（行政・人権・心配・困りごと）

2月9日（火）
9：30～11：30

ふるさとふれあい館／大 生活環境課
☎（43）9211

2月23日（火）
9：30～11：30

老人憩いの家／都 生活環境課
☎（29）1102

2月18日（木）
13：00～15：00

西方保健センター／西 生活環境課
☎（92）0308

2月8日（月）
13：30～15：30

遊楽々館／岩 生活環境課
☎（55）7763

○市民相談（日常生活の問題など） 月～金曜日
9：00～17：00

本庁舎市民相談室／本 市民生活課
☎（21）2122

○消費生活相談 月～金曜日
9：00～16：00

入舟庁舎／消費生活センター
☎（23）8899

○年金相談 2月9日（火）
10：00～12：00

大平隣保館／本 人権・男女共同参画課
☎（43）6611　0120-46-7830

○外国人相談 2月20日（土）
20：00～22：00

大平隣保館／本 人権・男女共同参画課
☎（43）6611　0120-46-7830

○行政相談 2月9日（火）
10：00～12：00

藤岡公民館／藤 生活環境課
☎（62）0903

○人権相談

月～金曜日
8：30～17：15

大平隣保館☎（43）6611　0120-46-7830
厚生センター☎（24）2444
本 人権・男女共同参画課☎（21）2161

2月10日（水）
10：00～12：00

藤岡公民館／本 人権・男女共同参画課
☎（21）2161

○いじめ相談電話
土･日･祝日･時間外は留守番電話
･FAX

月～金曜日
9：00～17：00

本庁舎／本 青少年育成センター
☎（24）0667　 FAX（21）2690

○青少年相談
（非行問題・不登校など）　

月～金曜日
9：00～17：00

本庁舎／本 青少年育成センター
☎（23）6566　 FAX（21）2690

○家庭児童相談
（0～17歳の子どもとその家族）

月～金曜日
9：00～16：00

本庁舎／本 家庭児童相談室（こども課
内）☎（21）2227

○ドメスティック・バイオレンス相談
　（配偶者等からの暴力）

月～金曜日
9：00～16：00

本庁舎／本 本庁こども課
☎（21）2229

○就労支援相談（事前に要予約）
　（35歳以下の就労相談）

毎週月曜日（祝日を除く）
13：00～21：00

第1・3土曜日
17：00～21：00

栃木勤労青少年ホーム／栃木勤労青少
年ホーム
☎（22）3113

本 ＝本庁　　　　  都 ＝都賀総合支所
大 ＝大平総合支所  西 ＝西方総合支所
藤 ＝藤岡総合支所  岩 ＝岩舟総合支所

　4月にとちぎメディカルセンターの全施設が開院するにあた
り、地域の皆さんに、3病院の統合再編の流れや今後とちぎメ
ディカルセンターが目指す医療体制などを分かりやすく説明
します。※駐車場は文化会館駐車場および栃木警察署跡地を
利用ください。
◆主催　一般財団法人とちぎメディカルセンター
◆後援　栃木市　他
◆日時　2月27日（土）　13時30分～16時（13時開場）
◆場所　栃木文化会館大ホール（旭町）
◆対象　どなたでも
◆参加費　無料
◆シンポジウムに関する申込・問合先
　とちぎメディカルセンター 法人本部　☎（20）1281
　受付時間（平日9時～17時）
◆問合先　本 地域医療対策室　☎（21）2336

とちぎメディカルセンター
シンポジウム

「とちぎメディカルセンターの役割と挑戦
～とちぎ（地区）の新しい医療の構築を目指して～」

PSCマーク

　
認
知
症
の
症
状
を
有
す
る
高
齢
者
の
方
な

ど
が
行
方
不
明
と
な
る
事
故
の
防
止
と
、外

出
時
に
事
故
や
災
害
に
遭
遇
し
た
際
の
適

切
な
支
援
活
動
を
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
に
、

必
要
な
情
報
を
常
時
保
管
・
携
帯
す
る
こ
と

が
出
来
る『
安
心
見
守
り
カ
プ
セ
ル
』を
配
付

し
ま
す
。

◆
対
象
者

　
栃
木
市
内
に
住
所
が
あ
り
自
宅

に
お
住
ま
い
で
、認
知
症
の
症
状
を
有
し
徘

徊
が
あ
る
方
ま
た
は
徘
徊
の
恐
れ
が
あ
る
方

◆
申
請
者

　
本
人
ま
た
は
家
族（
代
理
申
請

可
）申
請
後
、カ
プ
セ
ル
を
配
布

◆
申
請
方
法

　
所
定
の
申
請
書（
申
請
先
窓

口
に
あ
り
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
、本
人
ま

た
は
家
族
の
印
鑑
を
押
印
の
上
、問
合
先
に

申
請
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
先
・
申
請

本 

地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課 

☎
（21）

2
2
4
4

　
申
請
は
各
地
域
包
括
ケ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー

で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

地域で認知症を見守るために…

安心見守りカプセルの配付と
ち
ぎ
未
来
ア
シ
ス
ト
ネ
ッ
ト

皆
川
ア
シ
ス
ト
ネ
ッ
ト
推
進
本
部
事
業
が

文
部
科
学
大
臣
表
彰
受
賞

　
皆
川
ア
シ
ス
ト
ネ
ッ
ト

推
進
本
部
事
業
が
、平
成
27

年
度
優
れ
た「
地
域
に
よ
る

学
校
支
援
活
動
」推
進
に
か

か
る
文
部
科
学
大
臣
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　
皆
川
地
区
で
は
、地
域
・

学
校
・
公
民
館
が
密
接
に
連

携
し
な
が
ら
地
域
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
地
域
の
方
に

よ
る
学
校
支
援
を
核
と
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

だ
け
で
は
な
く
、子
ど
も
た
ち
の
地
域
イ
ベ
ン
ト
へ

の
参
加
・
協
力
も
盛
ん
で
、「
地
域
か
ら
学
校
」「
学
校

か
ら
地
域
」と
い
う
相
互
関
係
が
構
築
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
、地
域
ぐ
る
み
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
推
進
し
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
こ
と

な
ど
が
評
価
さ
れ
受
賞
に
至
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
、と
ち
ぎ
未
来
ア
シ
ス
ト
ネ
ッ
ト
事
業
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る「
ふ
る
さ
と
で
育
む
人
づ
く

り
・
ま
ち
づ
く
り
」の
実
現
に
向
け
、地
域
一
丸
と

な
っ
て
活
動
を
推
進
し
、地
域
の
絆
を
高
め
て
い
き

ま
す
。

◆
問
合
先

　
皆
川
公
民
館

　
☎

（22）
1
8
1
2

写真左より、
皆川エリア地
域教育協議会 
山 口 一 信 会
長、鈴木市長、
関口浩子地域
コーディネー
ター
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各
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

運
転
免
許
証
の

 
自
主
返
納
の
支
援
制
度

　
最
近
、運
転
を
し
て
い
て「
ヒ

ヤ
ッ
」
と
す
る
回
数
が
増
え
た

り
し
て
い
ま
せ
ん
か
?
市
で
は
、

高
齢
な
ど
に
よ
り
車
の
運
転
に

不
安
を
感
じ
て
い
る
方
の
、運
転

免
許
証
の
自
主
返
納
を
支
援
し

て
い
ま
す
。

◆
対
象

　
市
内
に
住
所
が
あ
り
、

運
転
免
許
の
す
べ
て
を
自
主
的

に
返
納
し
た
方（
年
齢
制
限
な

し
）

◆
支
援
内
容

　「
蔵
タ
ク
」回
数

券（
11
枚
綴
）3
冊
ま
た
は「
ふ
れ

あ
い
バ
ス
」回
数
券（
11
枚
綴
）9

冊◆
申
請
に
必
要
な
も
の

・ 
 

運
転
免
許
証
返
納
時
に
警
察

署
で
交
付
さ
れ
る「
申
請
に
よ

る
運
転
免
許
の
取
消
通
知
書
」

・ 

印
鑑

・ 
 

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど（
手
帳

を
お
持
ち
の
方
）

◆
申
請
期
限

　「
申
請
に
よ
る
運

◆
問
合
先

本 

住
　

宅
　

課 

☎
（21）

2
4
5
1

定
住
希
望
者
住
宅
新
築
等

 

補
助
金（
3
月
31
日
ま
で
）

　
定
住
希
望
者
住
宅
新
築
等
補

助
金（
旧
制
度
）の
申
請
期
限
は

3
月
末
日
で
す
。
期
日
を
過
ぎ

ま
す
と
補
助
金
の
交
付
が
で
き

ま
せ
ん
の
で
、対
象
の
方
は
固
定

資
産
税
お
よ
び
都
市
計
画
税
を

完
納
の
上
、忘
れ
ず
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
問
合
先

本 

住
　

宅
　

課 

☎
（21）

2
4
5
1

就
活
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

 

2
0
1
6
in
蔵
の
街
と
ち
ぎ

　
就
職
に
不
安
を
感
じ
て
い
た

り
、地
元
で
の
就
職
を
考
え
て
い

る
学
生
の
皆
さ
ん
と
、平
成
29
年

4
月
に
採
用
を
予
定
・
検
討
し
て

い
る
地
元
企
業
の
方
が
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
た
雰
囲
気
の
中
で
、本
音

で
の
話
し
合
い
の
で
き
る
交
流

の
場
で
す
。

◆
日
時
　
2
月
5
日（
金
）17
時

〜◆
場
所
　
サ
ン
プ
ラ
ザ（
片
柳

町
）

◆
対
象
　
大
学
生
・
短
大
生
・
専

門
学
校
生
等（
既
卒
者
も
可
）

◆
定
員
　

40
人

◆
参
加
費
　

無
料

◆
申
込

　

栃
木
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

 
☎
0
1
2
0

（25）
1
8
1
9

◆
問
い
合
わ
せ
の
み

本 

商
工
観
光
課 

☎
（21）

2
3
7
1

♥
愛
の
献
血
♥

◎
献
血
の
案
内

◆
日
時

　
2
月
1
日（
月
）

受
付
時
間
：
10
時
〜
11
時
45
分

13
時
〜
16
時

◆
場
所
　
市
役
所
本
庁
舎
3
階

正
庁

◆
申
込

　
不
要

○ 

住
宅
の
所
在
地
が
市
街
化
区

域（
西
方
地
域
に
お
い
て
は
用

途
地
域
）に
あ
る
こ
と

○ 

契
約
日
が
平
成
27
年
4
月
1

日
か
ら
平
成
30
年
3
月
31
日

の
間
で
あ
る
こ
と

○ 

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

物
件

・ 

新
築
住
宅

・ 
 

新
築
の
建
売
住
宅
及
び
マ
ン

シ
ョ
ン（
購
入
）

・ 
 

中
古
の
住
宅
及
び
マ
ン
シ
ョ

ン（
購
入
）

○ 

自
己
ま
た
は
親
族
が
所
有
す

る
住
宅
を
同
一
敷
地
で
建
替

え
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と

◆
補
助
金
額

（1） 

新
築
住
宅
の
建
築
・
購
入

　
1
件
あ
た
り
15
万
円

（2） 
中
古
住
宅
の
購
入

　
1
件
あ
た
り
7
万
5
千
円

（3） （
申
請
時
に
お
い
て
）所
有
者

ま
た
は
そ
の
配
偶
者
が
50
歳

未
満
の
場
合 
5
万
円
加
算

（ 4） （
申
請
時
に
お
い
て
）所
有
者

に
18
歳
未
満
の
子
ど
も
が
い

る
場
合 

子
ど
も
1
人
あ
た
り

2
万
円
加
算

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

〈
参
考
〉
今
年
度
は
、
所
得
が
約

3
6
0
万
円
以
上
で
一
部
停
止
、

約
4
6
2
万
円
以
上
で
全
部
停

止
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
扶
養
人

数
が
0
人
の
場
合
）

◆
問
合
先

本 

保
険
医
療
課 

☎
（21）

2
1
3
4

大 

生
活
環
境
課 

☎
（43）

9
2
1
6

藤 

生
活
環
境
課 

☎
（62）

0
9
0
3

都 

生
活
環
境
課 

☎
（29）

1
1
0
2

西 

生
活
環
境
課 

☎
（92）

0
3
0
7

岩 

生
活
環
境
課 

☎
（55）

7
7
6
2

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に

 

便
利
で
お
得
な
口
座
振
替

　
保
険
料
が
自
動
的
に
引
落
と

さ
れ
る
の
で
金
融
機
関
な
ど
に

行
く
手
間
が
省
け
、納
め
忘
れ
も

な
く
と
て
も
便
利
で
す
。

◆
振
替
の
種
類

①
2
年
前
納
　

　
2
年
分
の
保
険
料
を
4
月
末

に
一
括
引
落
。
毎
月
現
金
で
納

付
し
た
場
合
に
比
べ
、約
1
万
4
，

0
0
0
円
割
引
。

②
1
年
前
納
　

　
1
年
分
の
保
険
料
を
4
月
末

に
一
括
引
落
。
毎
月
現
金
で

納
付
し
た
場
合
に
比
べ
、約
3
，

8
0
0
円
割
引
。

③
6
ヶ
月
前
納
　

　
6
カ
月
分
の
保
険
料
を
4
月

末
と
10
月
末
に
一
括
引
落
。
毎

月
現
金
で
納
付
し
た
場
合
に
比

べ
、約
2
，0
0
0
円
割
引
。

④
毎
月
振
替（
早
割
）　

　
当
月
分
保
険
料
を
当
月
末
に

引
落
。
月
々
50
円
割
引
。

◆
申
込
方
法

　
納
付
書
ま
た
は
年
金
手
帳
、通

帳
、金
融
機
関
届
出
印
を
お
持
ち

の
う
え
、口
座
振
替
申
出
書
を
年

金
事
務
所
ま
た
は
ご
利
用
の
金

融
機
関
に
提
出
。
申
出
書
は
提

出
先
に
あ
り
ま
す
。

※
①
2
年
前
納
・
②
1
年
前
納
・

③
6
ヶ
月
前
納
の
申
し
込
み
は

年
金
事
務
所
に
2
月
末
必
着
で

す
の
で
、お
早
め
に
。

※
平
成
28
年
度
の
国
民
年
金
保

険
料
及
び
割
引
額
は
未
定
で
す
。

◆
問
合
先

栃
木
年
金
事
務
所

 

☎
（22）

6
0
7
4

本 

保
険
医
療
課 

☎
（21）

2
1
3
4

大 

生
活
環
境
課 

☎
（43）

9
2
1
6

藤 

生
活
環
境
課 

☎
（62）

0
9
0
3

都 

生
活
環
境
課 

☎
（29）

1
1
0
2

西 

生
活
環
境
課 

☎
（92）

0
3
0
7

岩 

生
活
環
境
課 

☎
（55）

7
7
6
2

平
成
27
年
度
学
童
保
育

 

春
休
み
利
用
申
込
受
付

　
保
護
者
の
就
労
等
に
よ
り
、家

庭
で
の
保
護
指
導
を
受
け
ら
れ

な
い
児
童
を
対
象
に
、春
休
み
期

間
中
の
学
童
保
育
利
用
申
し
込

み
を
受
け
付
け
ま
す
。
現
在
学

童
保
育
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方

は
、改
め
て
申
し
込
み
を
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
定
員
に
達
し
た
場
合
、他
学
区

の
学
童
保
育
へ
の
案
内
と
な
り

ま
す
。

◆
対
象

栃
中
央
小
、栃
三
小
、栃
四
小
、栃

五
小
、南
小
、大
宮
北
小
、吹
上
小
、

皆
川
城
東
小
、千
塚
小
、大
平
、藤

岡
、都
賀
、岩
舟
地
域
内
各
小
学

校
通
学
区
域
内
学
童
保
育

◆
申
込

2
月
8
日（
月
）〜
19
日（
金
）に
、

本 

こ
ど
も
課
、各
総
合
支
所
健

康
福
祉
課
へ
。
申
込
用
紙
は
本 

こ
ど
も
課
、各
総
合
支
所
に
あ
り
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
。
詳
し
く
は
問
合

先
へ
。

◆
問
合
先

本 

こ
ど
も
課 

☎
（21）

2
2
2
3

転
免
許
の
取
消
通
知
書
」の
交
付

日
か
ら
1
年
間

◆
申
請
窓
口

本 

交
通
防
犯
課
、各
総
合
支
所 

生
活
環
境
課

◆
問
合
先

本 

交
通
防
犯
課 

☎
（21）

2
1
5
3

※
返
納
手
続
き
に
に
つ
い
て
は
、

栃
木
警
察
署
交
通
総
務
課（
☎

（25）

0
1
1
0
）へ

ま
ち
な
か
定
住
促
進

 
住
宅
新
築
等
補
助
制
度

　
市
で
は
定
住
の
促
進
と
市
街

地
の
活
性
化
を
推
進
す
る
た
め

の
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

◆
対
象
者

　
栃
木
市
に
定
住
を
希
望
し
、左

記
の
対
象
の
住
宅
を
新
た
に
取

得
し
た
所
有
者
で
、次
の
要
件
を

全
て
満
た
す
方

○ 

本
市
に
5
年
以
上
定
住
す
る

こ
と
を
誓
約
し
た
方

○
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

○ 

対
象
者
及
び
そ
の
世
帯
に
属

す
る
方
が
暴
力
団
で
な
い
方

◆
対
象
の
住
宅

左
記
要
件
を
全
て
満
た
す
住
宅

◆
内
容

　
2
0
0
㎖
、4
0
0

㎖
　
献
血（
全
血
）の
み
。

◆
所
要
時
間

　
20
〜
30
分
程
度

◎
1
／
1
〜
2
／
29
は「
は
た
ち

の
献
血
」キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
冬
場
か
ら
春
先
に
か
け
て
は
、

年
間
で
最
も
輸
血
用
血
液
が
不

足
し
が
ち
。
新
成
人
の
皆
さ
ん
、

「
は
た
ち
の
記
念
」に
献
血
に
行

き
ま
し
ょ
う
。

◆
献
血
会
場

栃
木
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
、

う
つ
の
み
や
大
通
り
献
血
ル
ー

ム
、各
市
町
の
献
血
会
場

※
献
血
バ
ス
の
予
定
は
、栃
木
県

赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.jrcbc.

jp/

）へ
。

◆
問
合
先

本 

健
康
増
進
課 

☎
（25）

3
5
1
1

所
得
の
申
告
の
お
願
い

　
次
の
方
は
、所
得
が
な
い
場
合

で
も
、必
ず
前
年
の
所
得
を
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

①
国
民
年
金
保
険
料
全
額
免
除
・

納
付
猶
予
を
継
続
承
認
さ
れ
て

い
る
方

　
日
本
年
金
機
構
が
前
年
の
所

得
に
よ
っ
て
全
額
免
除
・
納
付
猶

予
の
審
査
を
行
い
ま
す
。
所
得

の
申
告
を
し
な
い
と
、審
査
が
で

き
ず
に
却
下
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
な
お
、継
続
承
認
さ
れ
て

い
る
方
は
、国
民
年
金
保
険
料
免

除
申
請
書
を
提
出
し
て
い
た
だ

く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
20
歳
前
障
害
に
よ
り
障
害
基

礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方（
年

金
コ
ー
ド
6
3
5
0
・
2
6
5
0

の
方
）

　
20
歳
前
障
害
に
よ
る
障
害
基

礎
年
金
に
は
所
得
の
制
限
が
あ

り
ま
す
。
前
年
の
所
得
に
よ
り
、

年
金
が
全
部
停
止
ま
た
は
一
部

停
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

所
得
の
申
告
を
し
な
い
と
、審
査

が
で
き
ず
に
年
金
が
一
時
差
止

◆
申
請
に
必
要
な
書
類

（1）
補
助
金
交
付
申
請
書

（2） 

補
助
金
申
請
に
関
す
る
誓
約

書
及
び
同
意
書

（3） 

世
帯
員
全
員
が
記
載
さ
れ
て

い
る
住
民
票

（ 4） 

住
宅
の
建
築
請
負
契
約
書
ま

た
は
売
買
契
約
書
の
コ
ピ
ー

（5） 

用
途
地
域
及
び
住
宅
で
あ
る

こ
と
が
確
認
で
き
る
書
類（
建

築
確
認
の
確
認
申
請
書
ま
た

は
重
要
事
項
説
明
書
の
コ

ピ
ー
）

（6） 

建
物
の
登
記
事
項
証
明
書
の

コ
ピ
ー

（7）
市
税
完
納
証
明
書

（8） 

そ
の
他
補
助
要
件
を
満
た
す

こ
と
が
確
認
で
き
る
書
類

（9）
補
助
金
等
交
付
請
求
書

（10） 

補
助
金
振
込
先
確
認
書
兼
委

任
状

※
個
々
の
該
当
の
是
非
に
つ
い

て
は
事
前
に
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

※
新
住
所
へ
異
動
し
た
後
の
申

請
と
な
り
ま
す
。
補
助
件
数
に

限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
早
め
に

手
続
き
く
だ
さ
い
。

受付日（土・日・祝日除く） 対象地域

2月3日（水）～5日（金） 栃　木

2月8日（月）、9日（火） 共　同 ・ 受委託

2月10日（水）、12日（金）、15日（月） 都　賀 ・ 西　方

2月16日（火）、17日（水） 藤　岡

2月18日（木） 大　平

2月19日（金） 大　平 岩　舟（静和）

2月22日（月） 岩舟（岩舟） 岩　舟（小野寺）

2月23日（火） 予備日（全地区）

受付時間

【午前】9時～11時30分　【午後】13時～16時

申請会場

栃木県庁下都賀庁舎　第2福利厚生棟会議室（神田町）

平成28年農業用免税軽油に係る申請について

※受付期間中に来られない方または郵送申請希望の方は、栃
木県税事務所に相談ください。

2.申請の際にお持ちいただくもの
（1）免税軽油使用者証
（2）印鑑
（3） 免税軽油の引取り等に係る報告書（納品書または領収書

を添付、写しでも可）
（4） 手数料 420円（※新規申請および使用者証更新の場合）
（5） 耕作証明書（※新規申請および耕作面積が変更になった

場合）使用者証更新のみの場合は、耕作証明は不要です。

注：① 新規申請の方は、免税証の交付は後日になります。
　 ② 国税および地方税の差押え等の滞納処分を受けた方は、

処分解除の日から2年を経過しなければ申請できません。
3.問合先
○県税事務所 軽油引取税調査担当☎（23）6882
○市農業委員会事務局☎（21）2393（耕作証明書について）

1.受付日、受付時間、対象地区、申請会場（対象地域以外受付可）

広報とちぎ　２月号 ２０１６（平成２８）年１月２０日　発行7 各課からのお知らせ



学
校
教
育
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

◎
相
談
く
だ
さ
い
。
指
定
校
変

更
手
続
き

　
市
内
の
公
立
小
・
中
学
校
へ
の

就
学
は
、住
所
地
に
よ
り
指
定
さ

れ
た
学
校（
指
定
校
）に
就
学
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、相

当
な
理
由
が
あ
る
場
合
に
は
、指

定
校
以
外
の
学
校
へ
の
就
学
が

認
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

就
学
校
の
変
更
を
希
望
す
る
場

合
は
、本 

学
校
教
育
課
へ
相
談

く
だ
さ
い
。
本
人
・
保
護
者
の
要

望
を
伺
い
、指
定
校
お
よ
び
変
更

希
望
校
と
協
議
し
て
、変
更
が
可

能
か
判
断
し
ま
す
。
な
お
、変
更

の
手
続
き
に
は
、申
請
書
と
変
更

事
由
に
応
じ
た
書
類
の
提
出
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

※
平
成
28
年
度
小
・
中
学
校
入
学

す
る
お
子
さ
ん
の
指
定
校
変
更

　
国
内
の
医
療
機
関
に
お
い
て

不
育
症
と
診
断
さ
れ
医
師
に
よ

る
不
育
症
治
療
を
受
け
た
夫
婦

に
対
し
、医
療
保
険
適
用
外
の
治

療
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

※
申
請
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は

直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
先

本 

保
険
医
療
課 

☎
（21）

2
1
3
7

寄
附
の
御
礼

◎
地
域
福
祉
基
金
へ
寄
附
、あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
地
域
福
祉
の
増
進
に
役
立
て

て
ほ
し
い
と
、地
域
福
祉
基
金
へ

寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

・ 

異
業
種
交
流
会
四
つ
葉
会 

様

 
 

3
万
円

・ 

牧
野 

秀
子 

様 

8
万
円

・ 

（
株
）栃
木
自
動
車
教
習
所 

様 

 

2
万
円

・ 
 

栃
木
東
中
学
校 

昭
和
39
年
度

卒
業
生
同
窓
会 

様  

3
万
円

◆
問
合
先

本 

社
会
福
祉
課 

☎
（21）

2
2
0
2

◎
ふ
る
さ
と
文
化
振
興
基
金
へ

の
寄
附
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た

　
市
民
文
化
の
振
興
の
た
め
ふ
る

さ
と
文
化
振
興
基
金
に
次
の
方
か

ら
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

・ 

《
団
体
》 

民
話
美
寿
々
会 

様

◆
問
合
先

本 

文
　

化
　

課 

☎
（21）

2
4
9
5

◎
東
日
本
大
震
災
に
お
見
舞
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
東
日
本
大
震
災
に
対
す
る
災

害
義
援
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

義
援
金
は
日
本
赤
十
字
社
を
通

じ
て
被
災
地
に
送
り
ま
す
。

・ 

石
川 

猛 

様

◎
地
域
福
祉
増
進
の
た
め
の
寄

附
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
福
祉
の
増
進
に
役
立
て
て
ほ

し
い
と
、タ
オ
ル
の
寄
附
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
市
内
の
保
育
園

や
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て
活

用
し
ま
す
。

日
常
生
活
用
具

 

購
入
費
助
成
事
業

　
市
で
は
、在
宅
の
65
歳
以
上
の

方
に
、左
記
の
品
目
に
つ
い
て
日

常
生
活
用
具
購
入
費
を
助
成
し

て
い
ま
す
。
な
お
、一
度
助
成
を

受
け
て
い
て
も
、9
月
の
関
東
・

東
北
豪
雨
で
破
損
・
使
用
不
可
等

に
な
っ
た
場
合
は
、改
め
て
申
請

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
対
象
品
目

①
老
人
福
祉
車（
シ
ル
バ
ー

カ
ー
）

②
小
型
暖
房
器
具（
パ
ネ
ル
ヒ
ー

タ
ー
、ク
イ
ッ
ク
ヒ
ー
タ
ー
、ハ

ロ
ゲ
ン
ヒ
ー
タ
ー
等
）

※
灯
油
ス
ト
ー
ブ
は
対
象
外

③
電
磁
調
理
器

④
火
災
警
報
器

⑤
自
動
消
火
器

◆
対
象
要
件

①
満
65
歳
以
上
の
方
で
、歩
行
に

際
し
杖
等
を
必
要
と
す
る
方

②
満
65
歳
以
上
の
方
で
、暖
房
器

具
が
必
要
な
方

③
〜
⑤
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の

ひ
と
り
暮
ら
し
等
で
、心
身
機
能

の
低
下
に
伴
い
、防
火
等
の
配
慮

及
び
支
援
が
必
要
な
方
で
、市
民

税
が
非
課
税
の
方

◆
助
成
額（
限
度
額
）に
つ
い
て

①
、②
購
入
費
の
2
分
の
1（
7
，

5
0
0
円
ま
で
）

③
購
入
費
に
対
し
て
1
万
円
ま

で④
購
入
費
に
対
し
て
7
，0
0
0

円
ま
で

⑤
購
入
費
に
対
し
て
1
万
2
，

0
0
0
円
ま
で

※
①
は
一
度
交
付
を
受
け
た
方

は
3
年
間
再
交
付
で
き
ま
せ
ん
。

※
②
小
型
暖
房
器
具
は
1
世
帯

1
台
限
り
申
請
が
可
能
で
、一
度

交
付
を
受
け
る
と
5
年
間
は
再

交
付
で
き
ま
せ
ん
。

◆
申
請
方
法

　
申
請
書（
本 

高
齢
福
祉
課
、各

確
定
申
告
や
市
県
民
税
申
告
の

際
に
、障
が
い
者
控
除
ま
た
は
特

別
障
が
い
者
控
除
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。（
申
告
の
際
は
、

認
定
書
の
提
示
が
必
要
）。

　
認
定
を
希
望
す
る
方
は
、左
記

問
合
先
の
窓
口
に
て
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
申
請
に
必
要
な
も
の

　
介
護
保
険
証（
黄
色
）

　
印
鑑（
申
告
す
る
方
及
び
要
介

護
認
定
者
本
人
の
も
の
）

○
既
に
各
種
障
が
い
者
手
帳
の

交
付
を
受
け
て
い
る
方
は
、申
請

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
認
定
書
は
後
日
郵
送（
即
日
交

付
で
き
ま
せ
ん
）

◆
問
合
先

本 

高
齢
福
祉
課 

☎
（21）

2
2
5
3

大 

健
康
福
祉
課 

☎
（43）

9
2
0
3

藤 

健
康
福
祉
課 

☎
（62）

0
9
0
4

都 

健
康
福
祉
課 

☎
（29）

1
1
0
3

西 

健
康
福
祉
課 

☎
（92）

0
3
1
0

岩 

健
康
福
祉
課 

☎
（55）

7
7
8
0

登
録
型
本
人
通
知
制
度

　
市
で
は
、住
民
票
の
写
し
や
戸

籍
等
の
不
正
請
求
等
を
防
ぐ
た

め
、本
人
の
代
理
人
や
第
三
者
に

交
付
し
た
際
に
、事
前
に
登
録
し

た
方
に
対
し
て
、交
付
年
月
日
・

種
別
及
び
通
数
・
交
付
請
求
者
の

種
別（
代
理
人
ま
た
は
第
三
者
の

別
）を
お
知
ら
せ
す
る「
登
録
型

本
人
通
知
制
度
」を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
登
録
で
き
る
方
は
、本
市
の
住

民
基
本
台
帳
ま
た
は
戸
籍
に
記

載
さ
れ
て
い
る（
い
た
）方
で
す
。

本
人
が
登
録
す
る
場
合
は
本
人

確
認
書
類（
運
転
免
許
証
等
）を

持
参
の
う
え
、本
市
民
生
活
課
ま

た
は
各
総
合
支
所
生
活
環
境
課

に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
先

本 

市
民
生
活
課 

☎
（21）

2
1
2
3

に
つ
い
て
は
早
め
に
相
談
く
だ

さ
い
。
ま
た
、在
学
中
で
も
、転

居
や
不
登
校
等
や
む
を
得
な
い

理
由
が
あ
る
場
合
に
は
、い
つ
で

も
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
就
学
援
助
制
度
の
案
内

　
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
就
学

困
難
な
児
童
生
徒
の
保
護
者

に
、学
用
品
費
・
学
校
給
食
費
・
医

療
費
等
の
援
助
を
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
問
合
先
へ
。

◎
新
入
学
児
の
保
護
者
の
皆
さ

ん
へ

　
今
春
、小
学
校
に
入
学
す
る
お

子
さ
ん
の
い
る
家
庭
に
、ハ
ガ
キ

で
入
学
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

保
護
者
の
方
は
必
要
事
項
を
記

入
し
、入
学
式
当
日
に
各
学
校
へ

提
出
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
先

本 

学
校
教
育
課 

☎
（21）

2
4
7
3

・ 
 

東
京
電
力
常
備
職
員
労
働
組

合
栃
木
総
支
部
栃
木
南
支
部

小
山
班
・
栃
木
班

　
様

 

タ
オ
ル

　
1
0
8
本

◆
問
合
先

本 

社
会
福
祉
課 

☎
（21）

2
2
0
2

平
成
28
年

 

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　
火
災
予
防
思
想
の
一
層
の
普

及
と
火
災
に
よ
る
死
傷
者
や
財

産
損
失
の
減
少
を
目
的
に
全
国

で
展
開
さ
れ
ま
す
。

全
国
統
一
防
火
標
語「
無
防
備
な

心
に
火
災
が
か
く
れ
ん
ぼ
」

◆
日
時

　

3
月
1
日（
火
）〜
7
日（
月
）

◆
問
合
先

消
防
本
部
予
防
課

 

☎
（22）

0
1
1
9（
代
）

住宅用火災警報器は取り付けた
だけではダメ！説明書に記載さ
れた点検時期や方法で点検を
行ってね。またホコリなど汚れて
いたら乾いた布などで拭き取り、
お手入れも忘れないでね!!

要
介
護
認
定
者
に
係
る

障
が
い
者
控
除
対
象
者
認
定

　
要
介
護
認
定（
要
介
護
1
か
ら

5
）を
受
け
た
65
歳
以
上
の
方
が
、

身
体
等
の
状
況
が
障
が
い
者
手

帳
を
お
持
ち
の
方
と
同
等
と
認

め
ら
れ
る
場
合
は
、障
が
い
者
控

除
対
象
者
認
定
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
の
認
定
を
受

け
る
と
、本
人
ま
た
は
扶
養
者
の

総
合
支
所
健
康
福
祉
課
に
あ
り
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、対
象
品
目
の
領
収
書（
購

入
後
1
年
以
内
の
も
の
）と
、対

象
者
の
印
鑑
・
通
帳
を
持
参
の
上
、

左
記
へ
。
※
お
住
ま
い
の
地
域

に
て
手
続
き
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
先

本 

高
齢
福
祉
課 

☎
（21）

2
2
4
2

大 

健
康
福
祉
課 

☎
（43）

9
2
0
3

藤 

健
康
福
祉
課 

☎
（62）

0
9
0
4

都 

健
康
福
祉
課 

☎
（29）

1
1
0
3

西 

健
康
福
祉
課 

☎
（92）

0
3
1
0

岩 

健
康
福
祉
課 

☎
（55）

7
7
8
0

身
体
障
が
い
者
巡
回
相
談

　
と
ち
ぎ
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
医
師（
整
形

外
科
）と
リ
ハ
ビ
リ
専
門
職
に
よ

る
、障
が
い
に
つ
い
て
の
医
療
相

談
・
リ
ハ
ビ
リ
相
談
な
ど
。

◆
日
時

2
月
18
日（
木
）14
時
〜
16
時

◆
場
所
　
壬
生
町
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー（
壬
生
町
大
字
壬
生
甲
）

◆
対
象
　

身
体
障
が
い（
肢
体
不
自
由
）の

あ
る
方

◆
定
員
　
若
干
名（
先
着
順
）

◆
参
加
費
　
無
料

◆
申
込
　

2
月
8
日（
月
）ま
で

◆
問
合
先

本 

社
会
福
祉
課 

☎
（21）

2
2
0
3

大 

健
康
福
祉
課 

☎
（43）

9
2
0
2

藤 

健
康
福
祉
課 

☎
（62）

0
9
0
4

都 

健
康
福
祉
課 

☎
（29）

1
1
0
3

西 

健
康
福
祉
課 

☎
（92）

0
3
0
9

岩 

健
康
福
祉
課 

☎
（55）

7
7
5
9

栃
木
市
不
妊
治
療
費
助
成
制
度
・

 

不
育
症
治
療
費
助
成
制
度

◎
不
妊
治
療
費
助
成
制
度

　
国
内
の
医
療
機
関
に
お
い
て

不
妊
治
療
を
受
け
た
夫
婦
に
対

し
、医
療
保
険
適
用
外
の
治
療
費

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

◎
不
育
症
治
療
費
助
成
制
度

井
戸
水
使
用
世
帯
の

下
水
道
使
用
料
や

農
業
集
落
排
水
施
設
使
用
料
の

届
出

○
下
水
道
を
利
用
し
て
い
る
世

帯
で
井
戸
水
を
使
用
し
て
い
る

場
合
は
、使
用
人
数
に
よ
り
下
水

道
使
用
料
が
決
ま
り
ま
す
。
人

数
が
変
更
に
な
っ
た
と
き
は
、人

数
の
変
更
届
の
提
出
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
ま
た
、井
戸
水
の
使
用

を
新
た
に
開
始
ま
た
は
中
止
し

た
と
き
は
、使
用
水
の
変
更
届
の

提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
水
道
水（
市
水
）だ
け
を
使
用

し
て
い
る
世
帯
は
変
更
届
の
提

出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
農
業
集
落
排
水
を
利
用
し
て

い
る
世
帯
は
使
用
人
数
に
よ
り

農
業
集
落
排
水
施
設
使
用
料
が

決
ま
り
ま
す
。
人
数
が
変
更
に

な
っ
た
と
き
は
、人
数
の
変
更
届

の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
西
方
地
域
に
お
い
て
は
、水
道

水（
市
水
）だ
け
を
使
用
し
て
い

る
世
帯
は
変
更
届
の
提
出
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
井
戸
水
の

使
用
を
新
た
に
開
始
ま
た
は
中

止
し
た
と
き
は
、使
用
水
の
変
更

届
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◆
問
合
先

本 

下 

水 

道 

課 

☎
（21）

2
4
1
8

75
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
方
へ

　
75
歳
の
誕
生
日
か
ら
、そ
れ
ま

で
の
健
康
保
険
を
抜
け
て
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
に
移
り
ま
す
。

75
歳
の
誕
生
日
前
に『
後
期
高
齢

者
医
療
被
保
険
者
証
』を
郵
送
し

ま
す
。
保
険
料
の
通
知
は
誕
生

月
の
翌
月
以
降
に
郵
送
し
ま
す
。

◆
問
合
先

本 

保
険
医
療
課 

☎
（21）

2
1
3
7

◆
問
合
先

　
本 

健
康
増
進
課 

☎
（25）

3
5
1
2

こ
こ
ろ
の
ス
ト
レ
ス
を
簡
単
チ
ェ
ッ
ク

「
こ
こ
ろ
の
体
温
計
」

8２０１６（平成２８）年１月２０日　発行 各課からのお知らせ広報とちぎ　２月号



募
　
集

「
公
共
施
設
の
あ
り
方
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」に
関
す
る
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト（
意
見
）募
集

　
市
で
は
、公
共
施
設
等
の
現
状

お
よ
び
将
来
の
見
通
し
を
踏
ま

え
、計
画
的
な
管
理
に
関
す
る
基

本
的
な
方
針
を
示
し
た「
公
共
施

設
の
あ
り
方
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」の

策
定
作
業
を
進
め
、こ
の
た
び
素

案
を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。
こ

の
素
案
に
対
す
る
、皆
さ
ん
の
意

見
等
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

◆
対
象

・ 

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

・ 

市
内
に
事
業
所
等
を
有
す
る

法
人
・
個
人
等

・ 

市
税
の
納
税
義
務
を
有
す
る

方・ 

そ
の
他
本
件
に
利
害
関
係
の

あ
る
方

◆
閲
覧
場
所

　
本 

総
合
政
策
課
、市
政
情
報

セ
ン
タ
ー（
本
庁
舎
4
階
）、各
総

合
支
所
地
域
ま
ち
づ
く
り
課
、市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

◆
提
出
方
法

　
閲
覧
場
所
に
あ
る
提
出
用
紙

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

用
紙
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、次
の
い
ず

れ
か
の
方
法
で
提
出
。

※
2
月
8
日（
月
）必
着

○
窓
口

　
本 

総
合
政
策
課（
本

庁
舎
3
階
28
番
窓
口
、各
総
合
支

所
地
域
ま
ち
づ
く
り
課（
受
付
：

平
日
8
時
30
分
〜
17
時
15
分
）

○
郵
送

　
〒
3
2
8

－

8
6
8
6

（
住
所
不
要
）栃
木
市
役
所
総
合

政
策
課
政
策
調
整
担
当

　
宛

○
FAX 

（21）
2
6
7
1

○

 kikaku01@
city.

tochigi.lg.jp

◆
問
合
先

本 

総
合
政
策
課 

☎
（21）

2
3
0
3

◆
報
酬

　
1
日
8
，0
0
0
円

◆
応
募
方
法

　
応
募
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上「
栃
木
市
に

お
け
る
社
会
教
育
の
在
り
方
」に

つ
い
て
ま
と
め
た
8
0
0
字
以

内
の
作
文
と
合
わ
せ
て
2
月
12

日（
金
）〜
29
日（
月
）に
申
込
先

へ（
窓
口
・
郵
送
・
F
A
X
・
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
）。

◆
問
合
・
申
込
先

　

本 

生
涯
学
習
課（
〒
3
2
8

－

8
6
8
6
万
町
9

－

25
／
☎

（21）

2
4
8
6
／
FAX

（21）
2
6
9
0
／

 gakusyu@
city.tochigi.

lg.jp

）
社
会
福
祉
士
・

 

介
護
支
援
専
門
員
募
集

◆
募
集
人
数
　

4
人

◆
委
嘱
期
間
　

4
月
1
日
〜
平

成
29
年
3
月
31
日（
勤
務
状
況
に

よ
り
更
新
可
）

◆
業
務
内
容
　
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
に
係
る
業
務

◆
勤
務
日
　
土
、日
、祝
祭
日
及

び
年
末
年
始
を
除
く
毎
日

◆
勤
務
地
　
市
内
各
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー

◆
応
募
資
格
　
資
格
取
得
者
で
、

普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
お
持

ち
の
方

◆
試
験
日
　

2
月
12
日（
金
）

◆
場
所
　
市
役
所
本
庁
舎

◆
内
容
　

作
文（
8
0
0
字
以
内
）、面
接

◆
応
募
方
法

　
2
月
5
日（
金
）

ま
で
に
左
記
へ
試
験
申
込
書
を

提
出（
履
歴
書
可
）

◆
問
合
先

本 

地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課

 
☎

（21）
2
2
3
9

平
成
28
年
度

「
と
ち
ぎ
市
男
女
共
生
大
学
」

 

運
営
委
員
募
集

　
5
月
か
ら
開
催
予
定
の「
と
ち

ぎ
市
男
女
共
生
大
学
」の
運
営
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
協
力
で

学
童
保
育
指
導
員
募
集

◆
資
格

　

普
通
自
動
車
免
許（
保
育
士
、教

員
免
許
等
の
有
資
格
者
を
優
先
）

◆
雇
用
期
間

①【
急
募
】任
用
開
始
日
か
ら
3

月
31
日
ま
で（
勤
務
成
績
等
に
よ

り
更
新
有
）

②
4
月
1
日
か
ら
9
月
30
日
ま

で（
勤
務
成
績
等
に
よ
り
更
新

有
）

◆
勤
務
時
間

平
日
：
14
時
〜
19
時
の
間
の
4
〜

5
時
間（
シ
フ
ト
制
、変
動
有
）

学
校
休
業
日
：
8
時
〜
19
時
の
間

の
7
時
間
45
分
程
度（
シ
フ
ト
制
、

変
動
有
）

◆
勤
務
日
数
　
月
曜
日
〜
土
曜

日
の
う
ち
4
日
〜
5
日（
シ
フ
ト

制
）

◆
勤
務
地

市
内
の
公
営
学
童
保
育

◆
賃
金
　
時
給
8
3
6
円
〜
1
，

0
3
2
円

◆
申
込
方
法
　
履
歴
書（
写
真

貼
付
）、資
格
証
等
の
写
し
を 
本 

こ
ど
も
課
へ（
郵
送
可
）

◆
選
考
方
法

書
類
審
査
及
び
面
接（
面
接
日
は

後
日
連
絡
）

◆
問
合
先

本 

こ
ど
も
課 

☎
（21）

2
2
2
3

学
校
図
書
館
事
務
員
募
集

◆
職
種
・
採
用
予
定
者
数

学
校
図
書
館
事
務
員
Ⅰ
種
：

　
若
干
名

学
校
図
書
館
事
務
員
Ⅱ
種
：

　
若
干
名

◆
業
務
内
容

　
学
校
図
書
事
務

（
学
校
事
務
補
助
含
む
）

◆
雇
用
期
間
　

4
月
1
日
〜
平

成
29
年
3
月
31
日

※
勤
務
評
価
が
良
好
な
場
合
は

更
新
す
る
こ
と
も
あ
り
。
た
だ

し
更
新
は
3
回
を
限
度
と
す
る

◆
勤
務
時
間

本 

生
涯
学
習
課（
〒
3
2
8

－

8
6
8
6
万
町
9

－

25
／
☎

（21）

2
4
9
2
／
FAX

（21）
2
6
9
0
／

 tosh
o-sou

m
u
@
city

.
tochigi.lg.jp

）

栃
木
市
ス
ポ
ー
ツ

 

推
進
審
議
会
委
員
募
集

◆
公
募
委
員
数

2
人（
男
女
各
1
名
程
度
）

◆
応
募
資
格

・ 

本
市
在
住
、在
勤
、在
学
の
方

で
、ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
専
門
知

識
の
あ
る
方
ま
た
は
競
技
・
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
に
お
い
て
実
績
の
あ

る
競
技
者
も
し
く
は
指
導
者
で

あ
り
、現
在
、本
市
の
他
審
議
会

等
の
委
員
を
2
つ
以
上
兼
務
し

て
い
な
い
方

◆
任
期
　

委
嘱
日
〜
平
成
30
年
3
月
31
日

◆
役
割
　
本
市
の
ス
ポ
ー
ツ
推

進
に
つ
い
て
、教
育
委
員
会
の
諮

問
に
対
す
る
調
査
審
議

﹇
年
間
2
〜
3
回
程
度
、会
議
は

原
則
と
し
て
公
開
し
、平
日
昼
間

の
開
催
を
予
定
﹈

◆
報
酬
　
日
額
8
，0
0
0
円
以

内（
交
通
費
の
支
給
な
し
）

◆
応
募
方
法
　
応
募
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、「
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
健
康
と

生
き
が
い
づ
く
り
」に
つ
い
て
、

8
0
0
字
程
度
の
作
文
と
併
せ
、

2
月
12
日（
金
）〜
29
日（
月
）（
消

印
有
効
）に
応
募
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
・
問
合
先

本 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
〒
3
2
8

－

0
1
2
3
川
原
田

町
7
6
0

　
☎

（25）
0
9
3
0

　

FAX
（25）
0
9
3
5

　

 sports@
city.tochigi.lg.jp

）

と
ち
ぎ
・

 

皆
川
市
民
農
園
利
用
者
募
集

　
野
菜
栽
培
歴
30
年
の
ベ
テ
ラ

ン
に
よ
る
菜
園
指
導
が
あ
り
ま

す
。

栃
木
市
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本

計
画（
案
）に
関
す
る
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト（
意
見
）募
集

　
市
で
は
、平
成
26
年
に
岩
舟
町

と
の
合
併
に
伴
い
栃
木
地
区
広

域
行
政
事
務
組
合
が
解
散
し
た

た
め
、新
た
に
ご
み
処
理
の
基
本

と
な
る「
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本

計
画
」の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
素
案
を
作
成
し
ま
し

た
の
で
、皆
さ
ん
の
意
見
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

◆
対
象

・ 

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

・ 

市
内
に
事
業
所
等
を
有
す
る

個
人
・
法
人
等

◆
閲
覧
場
所

　
本 

環
境
課
、各
総
合
支
所
生

活
環
境
課
、市
政
情
報
セ
ン
タ
ー

（
本
庁
舎
4
階
）、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

◆
提
出
方
法

　
閲
覧
場
所
に
あ
る
意
見
書
ま

た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
用

紙
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、次
の
い
ず
れ

か
の
方
法
で
提
出
。

※
1
月
25
日（
月
）〜
2
月
24
日

（
水
）必
着

○
窓
口
　
本 

環
境
課（
本
庁
舎

2
階 

12
番
窓
口
）ま
た
は
各
総
合

支
所
生
活
環
境
課
窓
口（
受
付
：

平
日
8
時
30
分
〜
17
時
15
分
）

○
郵
送
　
〒
3
2
8

－

8
6
8
6

（
住
所
不
要
）栃
木
市
役
所
環
境

課
　
宛

○
FAX

（22）
6
2
7
4

○

 kankyou03@
city.

tochigi.lg.jp

◆
そ
の
他

　
提
出
さ
れ
た
意
見
は
後
日
公

表
し
、計
画（
案
）を
再
度
検
討
す

る
た
め
の
資
料
と
し
ま
す（
住
所

氏
名
等
は
非
公
表
）。
な
お
、意

見
に
対
す
る
個
別
回
答
は
し
ま

せ
ん
。

◆
問
合
先

本 

環
　

境
　

課 

☎
（21）

2
1
4
4

き
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

①
講
座
運
営
委
員

◆
対
象

　

男
女
共
同
参
画
に
関
心
や
意
欲

の
あ
る
方（
性
別
不
問
）

◆
内
容

　

運
営
委
員
会（
3
〜
4
回
）

企
画
、受
付
、司
会
、記
録
等
の
講

座
運
営

②
託
児
運
営
委
員

◆
対
象

　

保
育
士
資
格
の
あ
る
方

◆
内
容

　
受
講
生
の
お
子
さ
ん

の
託
児
運
営

☆
共
通
事
項

◆
募
集
人
員

　
若
干
名

◆
申
込

　
2
月
19
日（
金
）ま
で

◆
申
込
・
問
合
先

本 

人
権
・
男
女
共
同
参
画
課

 

☎
（21）

2
1
6
2

栃
木
市
図
書
館
協
議
会
委
員
募
集

◆
公
募
委
員
数 

2
人（
選
考
の
上
決
定
）

◆
応
募
資
格

　

　
本
市
に
住
所
を
有
す
る
満
20

歳
以
上
の
方
で
、読
み
聞
か
せ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
・
学
校
教
育
・
子
育

て
支
援
等
に
5
年
以
上
関
わ
っ

た
こ
と
が
あ
り
、本
市
の
他
審
議

会
等
の
委
員
を
2
つ
以
上
兼
務

し
て
い
な
い
方
。

◆
任
期
　
委
嘱
日
〜
平
成
30
年

3
月
31
日（
年
2
〜
3
回
会
議
を

開
催
）

◆
内
容（
役
割
）　

本
市
の
図
書
館
の
運
営
や
図
書

館
の
奉
仕
に
関
す
る
助
言
等

◆
報
酬

　
1
日
4
，0
0
0
円

◆
応
募
方
法

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上「
栃
木
市
に
お
け
る
図
書
館

運
営
の
在
り
方
」に
つ
い
て
ま
と

め
た
8
0
0
字
以
内
の
作
文
と

合
わ
せ
2
月
12
日（
金
）〜
29
日

（
月
）に
申
込
先
へ（
窓
口
、郵
送
、

F
A
X
、メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
）

◆
申
込
・
問
合
先

学
校
図
書
館
事
務
員
Ⅰ
種
：

　
1
日
7
時
間
30
分

学
校
図
書
館
事
務
員
Ⅱ
種
：

　
1
日
6
時
間

◆
報
酬（
平
成
27
年
度
実
績
）

学
校
図
書
館
事
務
員
Ⅰ
種
：

　
月
額
15
万
8
，3
0
0
円

学
校
図
書
館
事
務
員
Ⅱ
種
：

　
月
額
12
万
6
，6
0
0
円

◆
勤
務
地

　
市
内
各
小
中
学
校

◆
受
験
資
格

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
司
書
、司
書
補
、司
書
教
諭
、教

員
免
許（
幼
・
小
・
中
・
高
）の
う
ち

い
ず
れ
か
を
取
得
し
て
い
る
方

ま
た
は
平
成
28
年
3
月
31
日
ま

で
に
取
得
見
込
み
の
方

②
司
書
業
務
に
相
当
す
る
経
験

を
有
す
る
方

◆
採
用
選
考
日
　

2
月
21
日（
日
）

◆
選
考
場
所
　
国
府
公
民
館（
惣

社
町
）

◆
選
考
方
法
　
書
類
選
考
、面
接

◆
選
考
案
内

本 

教
育
総
務
課
で
選
考
要
項
等

を
配
布
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

◆
申
込
期
間
　

1
月
20
日（
水
）

〜
2
月
10
日（
水
）必
着

◆
申
込
・
問
合
先

本 

教
育
総
務
課 
☎

（21）
2
4
6
3

社
会
教
育
委
員
募
集

◆
公
募
委
員
数
　

2
人（
選
考
の
上
決
定
）

◆
応
募
資
格

　

満
20
歳
以
上
の
本
市
に
住
所
を

有
す
る
方
で
、学
校
教
育
・
社
会

教
育
・
家
庭
教
育
の
活
動
ま
た
は

指
導
等
に
、5
年
以
上
関
わ
っ
た

こ
と
が
あ
る
方
、か
つ
、本
市
の

他
審
議
会
等
の
委
員
を
2
つ
以

上
兼
務
し
て
い
な
い
方
。

◆
任
期
　
委
嘱
日
〜
平
成
30
年

3
月
31
日
ま
で〔
会
議
：
年
間
4

回
〕

◆
内
容（
役
割
）　
本
市
の
社
会

教
育
に
関
す
る
助
言
等

◆
利
用
期
間

　

4
月
〜
平
成
29
年
1
月
末
日

◆
場
所

　
と
ち
ぎ
・
皆
川
市
民
農

園（
皆
川
城
内
町
）

◆
募
集
区
画

　
5
区
画（
1
区
画 

約
30
㎡
）（
先
着
順
）

◆
利
用
料

　
7
，0
0
0
円

◆
申
込

　
2
月
1
日（
月
）〜
19

日（
金
）

◆
内
容

　
農
具
・
支
柱
等
は
完
備
。

ト
イ
レ
・
駐
車
場
有
。
肥
料
・
堆

肥
類
の
あ
っ
せ
ん
有
。
詳
細
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照（【
と
ち

ぎ
・
皆
川
市
民
農
園

　
募
集
】等

で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
）。

◆
問
合
先

本 

農
　

林
　

課 

☎
（21）

2
3
8
3

入
居
者
募
集
情
報

☆
市
営
住
宅

○
大
宮
市
営
住
宅

　
2
L
D
K

　
1
戸

○
平
井
市
営
住
宅

　
3
D
K

　
　

1
戸

☆
特
定
公
共
賃
貸
住
宅（
ス
カ
イ

ハ
イ
ツ
）（
申
込
み
は
所
得
月
額

48
万
7
千
円
ま
で
の
方
）

○
ス
カ
イ
ハ
イ
ツ
平
柳

　
3
L
D
K（
78
・
45
平
方
ｍ
）

　
1
戸
　
家
賃
6
万
9
千
円
／
月

　
3
D
K（
70
・
23
平
方
ｍ
）

　
1
戸
　
家
賃
6
万
5
千
円
／
月

○
ス
カ
イ
ハ
イ
ツ
川
原
田

　
3
D
K（
73
・
77
平
方
ｍ
）

　
2
戸

　
家
賃
6
万
6
千
円
／
月

※
駐
車
場
を
利
用
す
る
場
合
、家

賃
の
他
に
駐
車
場
料
金（
月
2
，

7
0
0
円
／
台
）が
か
か
り
ま
す
。

☆
共
通
事
項

◆
申
込
期
間

　
2
月
5
日（
金
）

〜
10
日（
水
） 

8
時
30
分
〜
17
時 

（
土
・
日
除
く
）

◆
入
居
日

　
3
月
1
日（
火
）※

入
居
資
格
・
条
件
等
、詳
細
は
左

記
へ（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽

選
）

◆
問
合
先

本 

住
　

宅
　

課 

☎
（21）

2
4
5
2
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催
　
し

藤
岡
地
域
自
治
会
連
合
会
主
催

講
演
会

◆
日
時

　
1
月
31
日（
日
）　
13

時
30
分
〜
15
時
10
分

◆
場
所

藤
岡
文
化
会
館（
藤
岡
町
藤
岡
）

◆
対
象

　
ど
な
た
で
も

◆
参
加
費

　
無
料

◆
演
題

私
た
ち
の
暮
ら
し
と
法
律
〜
ご

近
所
の
力
で
安
心
安
全
な
地
域

づ
く
り
〜

◆
講
師

　
菊
地
幸
夫
氏（
弁
護

士
）

◆
問
合
先

藤
岡
地
域
自
治
会
連
合
会
事
務

局（
藤 

地
域
ま
ち
づ
く
り
課
内

☎
（62）
0
9
0
0
）

親
子
ふ
れ
あ
い
バ
レ
ン
タ
イ
ン

　
か
ん
た
ん
に
作
れ
る
カ
ラ
フ

ル
な
カ
ッ
プ
ケ
ー
キ
作
り

◆
日
時
　

2
月
6
日（
土
）

10
時
〜
12
時
30
分

◆
場
所
　

大
宮
公
民
館（
大
宮
町
）

◆
対
象
　
市
内
小
学
生
親
子

◆
定
員
　

24
組（
定
員
を
超
え
た

場
合
は
抽
選
）

◆
参
加
費
　

1
組
1
，0
0
0
円

◆
申
込

1
月
18
日（
月
）〜
29
日（
金
）

本 

生
涯
学
習
課
の
窓
口
ま
た
は

電
話
に
て

◆
問
合
先

本 

生
涯
学
習
課 

☎
（21）

2
4
9
1

第
6
回
栃
木
市
消
費
生
活
展

〜
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
!

 

消
費
者
が
主
役
の
社
会
!!

〜

　
皆
さ
ん
の
安
全
・
安
心
な
く
ら

し
に
役
立
つ
パ
ネ
ル
展
示
や
情

報
提
供
、体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
。

◆
日
時
　

2
月
13
日（
土
）

10
時
〜
14
時
30
分

◆
参
加
費

1
，0
0
0
円（
材
料
費
）

※
栃
木
市
国
際
協
会
会
員
は
2

割
引

◆
問
合
先

　
栃
木
市
国
際
交

流
協
会（
入
舟
庁
舎
内
☎

（25）

3
7
9
2
）

地
域
防
災
訓
練

　
各
種
訓
練
の
他
、起
震
車
や
水

消
火
器
等
の
体
験
や
車
両
展
示

等
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
家
族
で
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
・
場
所

2
月
7
日（
日
）　
8
時
30
分
〜

11
時
予
定（
荒
天
中
止
）岩
舟
小

学
校（
岩
舟
町
静
）

3
月
6
日（
日
）　
8
時
30
分
〜

11
時
予
定（
荒
天
中
止
）寺
尾
小

学
校（
梅
沢
町
）

◆
問
合
先

本 

危
機
管
理
課 

☎
（21）

2
5
5
1

講
　
座

こ
ど
も
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

 

市
民
講
座

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ

い
て
楽
し
く
わ
か
り
や
す
く
伝

授
し
ま
す
。

◆
講
師

読
み
聞
か
せ
会

 

「
ほ
ん
と
あ
そ
ぼ
う
」

◆
日
時

2
月
14
日（
日
）10
時
〜
12
時

◆
場
所

　
厚
生
セ
ン
タ
ー（
栃
木

第
四
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
／
旭
町
）

◆
対
象

　
市
内
在
住
の
方

◆
定
員

　
50
人

◆
参
加
費

　
無
料

◆
内
容

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
九
輪

草
の
会
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
会

・ 
 

お
は
な
し「
大
工
と
鬼
六
」「
花

咲
じ
い
さ
ん
」な
ど

・ 

絵
手
紙
を
作
ろ
う

◆
問
合
先

本 

人
権
・
男
女
共
同
参
画
課（
厚

生
セ
ン
タ
ー
）

 

☎
（24）

2
4
4
4

岩
舟
地
域
青
少
年
育
成
会
議

子
ど
も
を
ネ
ッ
ト
被
害
か
ら

 

守
る
た
め
の
講
演
会

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
も
つ
危

険
性
、リ
ス
ク
管
理
な
ど
、家
族

や
子
ど
も
が
被
害
者
・
加
害
者
に

◆
場
所

　
市
役
所
本
庁
舎
1
階

市
民
ス
ペ
ー
ス

◆
問
合
先

本 

市
民
生
活
課 

☎
（21）

2
1
2
1

初
市
祭

　
だ
る
ま
販
売
、露
天
商
や
商
工

会
関
係
者
に
よ
る
出
店

◆
日
時

　
2
月
13
日（
土
）

12
時
〜
19
時
30
分

※
荒
天
時
は
14
日（
日
）に
延
期

◆
場
所

藤
岡
中
央
通
り（
館
林
街
道
十
字

路
〜
十
全
薬
局
前
十
字
路
）※
会

場
内
及
び
周
辺
は
9
時
〜
20
時

30
分
ま
で
車
両
通
行
止
め
。

◆
問
合
先

藤
岡
町
商
工
会 

☎
（62）

2
0
0
6 

藤 

産
業
振
興
課 

☎
（62）

0
9
0
6

バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
イ
ベ
ン
ト

「
ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
号
」係
留
体
験

　
ハ
ー
ト
形
の
熱
気
球「
ハ
ー
ト

ラ
ン
ド
号
」に
乗
っ
て
、大
好
き

な
人
に
日
頃
の
感
謝
の
気
持
ち

を
伝
え
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時

2
月
14
日（
日
）8
時
〜
10
時

※
天
候
に
よ
り
中
止
と
な
る
場

合
あ
り

◆
場
所
　

藤
岡
渡
良
瀬
運
動
公

園（
藤
岡
町
藤
岡
）

◆
参
加
費

大
人（
中
学
生
以
上
）

 

1
，0
0
0
円

子
ど
も 

5
0
0
円

◆
問
合
先

藤 

産
業
振
興
課 

☎
（62）

0
9
0
6

な
ら
な
い
た
め
に
は
ど
う
し
た

ら
よ
い
か
を
学
び
ま
す
。

◆
演
題

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
社

会
に
生
き
る
こ
ど
も
た
ち
〜
す

べ
て
の
お
と
な
の
果
た
す
べ
き

役
割
と
は
〜

◆
講
師

　

野
々
口
眞
由
美 

氏（
埼
玉
県
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

◆
日
時

　
2
月
20
日（
土
）

10
時
〜
11
時
30
分

◆
場
所

　
岩
舟
文
化
会
館（
コ
ス

モ
ス
ホ
ー
ル
／
岩
舟
町
静
）

◆
対
象

　
ど
な
た
で
も

◆
参
加
費

　
無
料

◆
問
合
先

岩
舟
公
民
館 

☎
（55）

2
5
0
0

世
界
の
料
理
交
流
会

　
中
国
料
理（
中
国
で
よ
く
作
ら

れ
る
簡
単
で
お
い
し
い
家
庭
料

理
）

講
師
：
植
竹
寿
美
さ
ん（
中
国
出

身
）

◆
日
時
　
2
月
21
日（
日
）

10
時
〜
14
時

◆
場
所

　
大
平
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
調
理
室（
ゆ
う
ゆ
う
プ
ラ
ザ

／
大
平
町
西
野
田
）

◆
対
象

　
ど
な
た
で
も

◆
定
員

　
20
人（
先
着
順
）

おおひら日帰りスキー&スノボー参加者募集
時 2月27日（土）場 会津高原だいくらスキー場（福島
県）対 市内在住、在勤の小学生以上の方（小学生は保
護者同伴）定 80人（定員を超えた場合抽選）費 参加
費：中学生以上3,500円、小学生2,500円／リフト券：中
学生以上2,000円、小学生1,500円／レンタル（希望者
のみ）:スキーセット1,000円・ボードセット1,500円・
ウエア2,000円、ゴーグル・手袋・帽子 各200円・ヘル
メット500円／昼食（希望者のみ）：カレーライス豚汁
付700円 申 2月4日（木）まで 内 希望者には講習会の
中で基礎スキー技能検定会を実施します 問 大平教
育支所☎（43）5231
平成28年度　学校開放施設利用団体登録更新手続
内 市内小中学校の体育施設利用登録団体の更新及び
新規登録を受け付けます。登録は毎年度必要ですの
で、現在登録してある団体も忘れずに登録ください。

（今年度登録団体には登録申請書を送付）対 市内在
住・在勤・在学の方で、スポーツ・レクリエーション活
動で利用する10人以上の団体（必ず責任者を置くこ
と） 申 栃木地域は 本 スポーツ振興課／大平・藤岡・
都賀・西方・岩舟地域は各教育支所スポーツ振興チー
ムへ 問 本 スポーツ振興課☎（25）0930、大平公民館
☎（43）5231／藤岡スポーツふれあいセンター☎（62）
1301／都賀公民館☎（27）5051／西方総合文化体育館
☎（92）0866／岩舟公民館☎（55）2500
市軟式野球連盟登録・大会等のお知らせ
時 3月6日（日） 10時～14時 場 市軟式野球連盟事
務所（総合運動公園硬式野球場内）費 ◎平成28年度
一般・学童チームの登録（登録料 一般12,000円・学童
10,000円）◎第6回春季栃木市軟式野球大会（参加費 
12,000円・市外チーム 20,000円）◎第6回栃木市春季
学童軟式野球大会（第36回全日本学童栃木ブロック
大会）参加費 10,000円 申 ◎登録用紙・大会要項・参
加申込書について：平成27年度登録チームには郵送。
新規に登録したいチームおよび市外チームは事務局 
中田（☎090（4710）4312）まで連絡ください 問 市軟式
野球連盟事務局☎（25）3534※大会開催中の日曜日の
み／本 スポーツ振興課☎（25）0930
第35回栃木市ソフトボール協会総会・登録のお知らせ
◎総会 時 3月6日（日）（9時30分受付、10時開始）場 
勤労者総合福祉センター（今泉町1丁目）
◎平成28年度チーム登録（未登録では大会等に出場
できません）費 10,000円（総会時納入）申 2月18日（木）
までに 本 スポーツ振興課☎（25）0930へ

時=日時　場=場所　対=対象　内=内容
費=費用　定=定員　申=申込み　問=問合せ

R
A
D
I
O 

B
E
R
R
Y
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー 

佐
藤

　
望
氏

◆
日
時

　
2
月
10
日（
水
）

13
時
30
分
〜
15
時

◆
場
所

　
こ
ど
も
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー（
城
内
町
2
丁
目
）

◆
対
象

　
市
内
在
住
の
方

◆
定
員

　
40
人
程
度（
先
着
順
）

◆
参
加
費

　
無
料
※
託
児
な
し

◆
申
込

　
2
月
1
日（
月
）ま
で

に
電
話
に
て
。

◆
問
合
先

　

こ
ど
も
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

 

☎
（20）

7
7
0
5

「
ハ
ッ
ピ
ー
‼ 

ヨ
ガ
」

 

受
講
生
募
集

◆
日
時

　
2
月
18
日（
木
）〜
3

月
17
日（
木
）

19
時
30
分
〜
20
時
30
分（
全
5

回
）

◆
場
所
　
勤
労
者
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー（
今
泉
町
1
丁
目
）

◆
対
象

15
歳
〜
お
お
む
ね
45
歳
ま
で
の

勤
労
者
及
び
子
育
て
世
代

◆
定
員
　

12
人（
先
着
順
）

◆
参
加
費
　
受
講
料
2
，0
0
0

円
、教
材
費
は
実
費（
保
険
料
を

含
む
）

◆
申
込
　

1
月
24
日（
日
）〜
30

日（
土
）受
講
料
を
添
え
て
直
接

◆
問
合
先

　

勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

 

☎
（27）

7
1
4
0

か
ん
た
ん
む
だ
な
し

 

エ
コ
料
理
教
室

　
女
性
農
業
委
員
に
よ
る
、簡
単

で
、食
材
を
む
だ
な
く
使
い
切
る

料
理
教
室
。
冬
野
菜
を
中
心
と

し
た
料
理
4
〜
5
品（
予
定
）

◆
日
時

2
月
20
日（
土
）10
時
〜
13
時

◆
場
所

　

吹
上
公
民
館（
吹
上
町
）

◆
対
象

　
市
内
在
住
の
方

◆
定
員

　
25
人

◆
参
加
費

　
5
0
0
円

◆
申
込
　
参
加
費
を
添
え
て
2

月
12
日
ま
で
に
問
合
先
へ
。

◆
問
合
先
　

農
業
委
員
会
事
務
局（
本
庁
舎
2

階
19
番
窓
口
）

 

☎
（21）

2
3
9
3

健
康
あ
っ
ぷ
講
座（
栄
養
編
）

◆
日
時
　

2
月
26
日（
金
） 

10
時

〜
13
時（
受
付
9
時
45
分
〜
）

◆
場
所
　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
今
泉
町
2
丁
目
）

◆
対
象

　
市
内
在
住
の
方

◆
定
員

　
20
人（
先
着
順
）

◆
内
容

・ 
 

講
話「
幼
児
期
・
学
童
期
の
お

弁
当
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト
」

・ 
 

調
理
実
習
と
試
食
〜
子
ど
も

が
喜
ぶ
バ
ラ
ン
ス
弁
当
〜

◆
参
加
費

　
無
料

◆
持
ち
物

　
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、

米
0
・
5
合
、お
子
さ
ん
の
弁
当

箱（
お
持
ち
の
方
）、筆
記
用
具

◆
申
込

　
2
月
1
日（
月
）〜
19

日（
金
）ま
で
に
問
合
先
へ
。

◆
問
合
先

本 

健
康
増
進
課 

☎
（25）

3
5
1
2
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時=日時 場=場所 対=対象
内=内容 費=費用 定=定員 
問=問合せ 申=申込み 

市民活動やシルバー人材センター、社
会福祉協議会、県などから依頼された
記事を掲載するコーナーです。

シルバー人材センター入会説明会
時 ①2月9日（火）13時30分～②2月10
日（水）13時30分～③2月12日（金）13
時30分～ 場 ①都賀事業所（都賀町原
宿）②栃木保健福祉センター（今泉町2
丁目）③藤岡事業所（藤岡町大前）対 市
内在住で働く意欲のある60歳以上の
方 申 お住まいの地域の事業所へ。栃
木事務局☎（23）4165／藤岡事業所☎（62）
1534／都賀事業所☎（27）8812／大平
事業所☎（43）0155／西方事業所☎（92）
8390／岩舟事業所☎（55）8358

シルバー人材センター刃物研ぎ
時 2月17日（水）9時～12時（申込は11
時30分まで）場 栃木保健福祉センター
西側シルバーセンター作業所前（今泉
町2丁目）費 包丁類300円～／修理100
円～ 問 シルバー人材センター栃木事
務局☎（23）4165
税理士会が行う還付申告無料税務相談
時 2月3日（水） 場 税理士会栃木支部各
会員事務所 内 所得金額300万以下の
給与所得者及び年金受給者に少額の還
付申告相談（内容により有料。要事前
予約） 問 税理士会栃木支部☎（24）4861
福祉のお仕事ミニ面談会
時 2月4日（木）13時～15時30分 場 栃
木文化会館展示室（旭町）対 福祉の仕事
に就きたい方 内 求人事業所との面談
会。福祉の仕事や資格の相談も問 栃木
県社会福祉協議会☎028-643-5622
栃木県まちなか元気会議講演会
時 2月10日（水）14時～ 場 栃木県自治
会館大会議室（宇都宮市昭和一丁目） 対 
県内在住の方 定 200人（先着順） 費 無
料 内 演題：ご当地グルメのブランド化
と地域活性化ビジネスモデルの構築に
ついて／講師：富士宮やきそば学会会
長 渡邊英彦 氏 申 栃木県都市計画課☎
028-623-2464
栃木特別支援学校
「伸びゆく子どもたちの作品展」
時 2月13日（土）・14日（日）・15日（月）

10時～19時（15日は、15時 30分まで） 
場 イオン栃木店（箱森町）内 栃木特別
支援学校の児童生徒の作品展示と作業
製品の即売 問 県立栃木特別支援学校
☎（24）7575
シニアのための
スマートフォン入門講座
時 2月13日（土）1回目10時～12時、2
回目13時半～15時半 場 サンプラザ2
階ゲストルーム（片柳町2丁目）対 60歳
以上の方 定 各回10人（先着順）費 無
料。機器、テキストは主催者が用意 申 
平日13時～16時問合先へ 問 NPO法
人栃木県シニアセンター☎（20）3322
かぎ針あみ・
ドレス型タオルハンガー作り
時 2月15日（月）13時～15時 場 栃木公
民館（日ノ出町）対 どなたでも 定 15人 
費 1,000円 申 前日までに電話にて 問 
生涯学習人材バンク講師（須藤）☎（23）
7190
栃木刑務所募集参観
時 2月25日（木）13時30分～ 場 栃木刑
務所（惣社町）対 市内在住の方 定 40人

（定員を超えた場合は抽選）費 無料 内 
概況説明と所内参観 申 往復はがきに、
住所、代表者氏名、年齢、性別、職業、参
観人数を記入の上、2日8日（月）までに
〒328-8550栃木刑務所庶務課へ（当日
消印有効） 問 栃木刑務所☎（27）1885

下都賀歯科医師会「市民公開講座」
時 2月 28日（日）13時 30分～16時 場 
サンプラザ（片柳町2丁目）対 市内在住
の方 費 無料 内 テーマ：「認知症と歯科
のかかわり」（仮題）／講師：日本歯科大
学 菊谷武 教授 申 FAXにて住所・氏名
を送信※当日受付可 問 （一社）下都賀
歯科医師会☎（20）1817 FAX（20）1818

障がい者も、健常者も、一緒に楽しむ
スポーツイベント
（クラブネットワーク下都賀主催）
時 2月14日（日）9時～12時 場 白鷗大
学体育館（小山市大行寺）（送迎バス有） 
対 栃木市、小山市、下野市、野木町、壬
生町在住の方ならどなたでも（障がい
種別、年齢は問いません） 内 体験種目：

「ストラックアウト」、「コントロールア
タック」、「カーレット」　交流種目：「玉
入れ」、「中玉ころがし」（障がい者・健常
者の混合チームにより実施）。昼食はカ
レーパーティー 費 100円（参加賞・保険
代等） 申 問合先へ電話（運営のボラン
ティアスタッフも募集中） 問 総合型地
域スポーツクラブ あいあいクラブ都賀
☎（51）2598

栃木県司法書士会
「相続登記はお済みですか月間」無料相談会
時 2月1日（月）～29日（月）（土・日・祝日
を除く） 場 県内各司法書士事務所 費 
無料 内 相続に関する事項についての
相談 申 お近くの司法書士事務所へ直

（人口10万対）

死因 平成25年死亡率（死因順位）
栃木市 栃木県 全国

が　ん 296.4（1） 283.2（1） 290.3（1）
心疾患 200.7（2） 168.0（2） 156.5（2）

脳血管疾患 131.7（3） 112.8（3） 94.1（4）
肺炎 96.9（4） 100.2（4） 97.8（3）
老衰 83.9（5） 67.1（5） 55.5（5）

不慮の事故 39.1（6） 27.4（6） 31.5（6）
自　殺 23.6（7） 22.3（7） 20.7（7）

大動脈瘤
及び解離 22.4（8） 14.1（9） 12.8（10）

腎不全 19.3（9） 19.3（8） 20.0（8）
糖尿病 19.3（9） 13.4（11） 11.0（12）

（平成25年版　栃木県保健統計年報）

・  栃木市民は健康寿命が短く、働
き盛り世代の死亡率が高い。

・  栃木市民の全死因の5割をが
ん、心疾患、脳血管疾患（いずれ
も生活習慣病）が占めます。

あなたにできる
 健康づくり

健康増進計画では6つの重点領域を定め、
健康づくり運動を展開しています。
今回はそのうちの2つを紹介します

野菜をたくさん
食べましょう！
1日に必要な野菜の量
は350g。生野菜なら
両手に山盛り3杯分で
す。

年に1回は歯医者さんに
行きましょう！
お口の健康は全身の健康の
源です。特に歯周病は、心臓
の病気や糖尿病等の生活習
慣病に深く関わっています。

①年齢3区分人口割合 ②死亡率（死因順位） ③壮年期死亡率 ④健康寿命と平均寿命（県との比較）

▶市民の4人に1人は65歳以上。
　栃木市は高齢化が進んでいます。

▶栃木市は、がん・心疾患・脳血管疾患
　が死因第3位を占めます。

▶栃木市は、働き盛り世代の死亡率が
　高い。

▶栃木市は、健康寿命・平均寿命ともに
　県の平均を下回っています。

　年少人口　　生産年齢人口　　老齢人口
0% 20% 40% 60% 80% 100%

H17

H18

H19

H20

H21

H22

H23

H24

H25

13.3

13.2

13.0

12.9

12.8

12.7

12.5

12.4

12.3

65.1

64.6

64.1

63.5

63.0

62.7

62.6

61.8

60.9

21.6

22.3

22.9

23.6

24.2

24.6

24.9

25.8

26.8

（栃木県保健統計年報より）

健康寿命 （年） 平均寿命 （年）

男性 女性 男性 女性

旧
栃木市

76.95
（22位）

82.36
（18位）

旧
栃木市

78.31
（21位）

85.60
（15位）

旧
岩舟町

75.86
（26位）

82.14
（22位）

旧
岩舟町

77.00
（26位）

84.97
（21位）

栃木県 77.90 82.88 栃木県 79.19 85.77

平成24年11月公表
栃木県健康寿命算定結果より

栃木市健康増進計画や
健康づくりについて
もっと知りたい方！
職員が出向いて講座を行う『出前講
座』があります。自治会や仲間・サー
クルなどの集まりに伺い、無料で講
座を実施します。気軽に問い合わ
せください。
本 健康増進課　☎（25）3512

栄養・食生活 歯と口

ま と め

　栃木市　　栃木県　　全国
（平成25年版　栃木県保健統計年報）

壮年期死亡率（人口10万対）
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44歳
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113.2

106.4

195.2

302.2
349.8

773.4 655.4
655.0

382.6 409.6
291.7
269.5191.2

169.7

45～
49歳

50～
54歳

55～
59歳

60～
64歳

いきいき元気！
あったか とちぎ 栃木市健康増進計画 基 本 目 標

『健康寿命の延伸』
データでみる！
栃木市の現状と課題
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★「
あ
か
ち
ゃ
ん
タ
イ
ム
」が
1
月
よ

り
各
館
で
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

　
乳
幼
児
と
保
護
者
の
方
に
図
書
館

を
気
兼
ね
な
く
利
用
い
た
だ
け
る
時

間
で
す
。
左
記
の
と
お
り
各
館
で
実

施
い
た
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
子
さ
ん

連
れ
で
図
書
館
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

栃
木
図
書
館
、図
書
館
西
方
館

 

第
2
、第
4
木
曜
日

大
平
図
書
館
　
　
第
2
、第
3
金
曜
日

藤
岡
図
書
館
　
　
第
2
、第
4
火
曜
日

都
賀
図
書
館
　
　
第
1
、第
3
金
曜
日

図
書
館
岩
舟
館
　
第
1
、第
3
火
曜
日

実
施
時
間
　
10
時
30
分
〜
12
時

★
栃
木
図
書
館
開
館
30
年
特
別
記
念

講
演「
栃
木
と
わ
た
し
と
文
学
」

2
月
6
日（
土
）13
時
30
分
〜
15
時

　
講
師
　
関
口
　
尚
氏（
岩
舟
町
出

身
、「
プ
リ
ズ
ム
の
夏
」で
小
説
す
ば

る
新
人
賞
）

　
定
員
　
50
人（
直
接
来
館
ま
た
は

電
話
に
て
受
付
中
）

★
リ
サ
イ
ク
ル
市

2
月
6
日（
土
）10
時
〜
15
時

★
お
は
な
し
広
場【
読
み
聞
か
せ
】

2
月
13
日（
土
）10
時
30
分
〜
11
時

「
お
に
た
の
ぼ
う
し
」

2
月
27
日（
土
）10
時
30
分
〜
11
時

「
は
な
を
く
ん
く
ん
」

　
出
演
　
お
は
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

『
り
ん
ご
の
会
』

★
え
ほ
ん
デ
ビ
ュ
ー

2
月
20
日（
土
）11
時
〜
11
時
30
分

　
出
演
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

『
あ
ざ
み
の
会
』

　
対
象
　
赤
ち
ゃ
ん
〜
未
就
園
児

★
と
し
ょ
か
ん
民
話
の
ひ
ろ
ば

2
月
20
日（
土
）11
時
〜
11
時
30
分

　
出
演
　
民
話
美
寿
々
会
栃
木
支
部

★
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

▽
幼
児
・
小
学
校
低
学
年
向
け

2
月
6
日（
土
）14
時
〜
14
時
30
分

▽
幼
児
向
け

2
月
12
日（
金
）・
26
日（
金
）

10
時
30
分
〜
11
時

★
お
は
な
し
会
・
工
作
教
室

2
月
6
日（
土
）14
時
〜
15
時

2
月
20
日（
土
）14
時
〜
15
時

　
出
演
　
ふ
じ
お
か
お
は
な
し
会

『
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
』

材
料
は
図
書
館
で
用
意

★
雑
誌
リ
サ
イ
ク
ル
市

2
月
9
日（
火
）〜
28
日（
日
）

9
時
〜
19
時
30
分

な
く
な
り
次
第
終
了
、
持
ち
帰
り
用

の
袋
等
は
持
参
。

★
お
は
な
し
会

2
月
13
日（
土
）14
時
〜
14
時
30
分

　
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
　「
は
て
な
と

お
ひ
さ
ま
」「
て
ぶ
く
ろ
」　
他

　
出
演
　
お
は
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

『
た
ん
ぽ
ぽ
』

★
お
は
な
し
会

2
月
7
日（
日
）11
時
〜
11
時
30
分

▽
テ
ー
マ「
雪
」　
他

★
お
は
な
し
会【
読
み
聞
か
せ
】

2
月
19
日（
金
）14
時
〜
14
時
30
分

▽
テ
ー
マ「
む
か
し
話
」「
童
話
」

　
出
演
　
お
は
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

『
お
は
な
し
☆
き
ら
ら
』

★
お
は
な
し
会

2
月
13
日（
土
）14
時
〜
14
時
30
分

▽
読
み
聞
か
せ

　
絵
本
　「
だ
る
ま
の
し
ゅ
ぎ
ょ
う
」

　
紙
芝
居
　「
お
お
き
く
な
り
た
い

な
」

▽
折
り
紙「
だ
る
ま
さ
ん
」

2
月
27
日（
土
）14
時
〜
14
時
30
分

▽
読
み
聞
か
せ

　
絵
本
　「
だ
ん
ご
む
し
そ
ら
を
と

ぶ
」

　
紙
芝
居
　「
や
っ
ぱ
り
ふ
く
ろ
の

な
か
が
い
い
」

▽
折
り
紙「
お
ひ
な
さ
ま
」

※（　）内は、20人以上の団体割引料金
※身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳の

交付を受けている方とその介護者1名は無料

料　金　表

料　金
300円（200円）

区　分
一般／大・高校生

中学生以下 無　料

とちぎシネマ倶楽部「あん」
　樹木希林、永瀬正敏ほか豪華キャス
ト。今年度のカンヌ映画祭・ある視点
部門でオープニング上映された心揺さぶ
る感動作。
■日 3月19日（土）　【第1回】■開 10時　■演 
10時30 分　【第2回】■開 13時30 分　■演 
14時　■会 ホール  ■対 未就学児入場不可
■料 全席自由500円（税込）　■チ 発売中　
■プ 市内5文化会館、佐野市文化会館、
小山市立文化センター

ともしび出前うたごえコンサートin都賀
　「うたごえ喫茶ともしび」の一緒に歌え

る昔懐かしい唱歌・童謡のコンサート。
■日 3月6日（日）  ■開 13時30分  ■演 14時
■会 ホール　■対 年齢制限なし　■定 800人  
■料 全席自由（税込）一般1,000円、高校
生以下500円、高齢者（65歳以上）・障
がい者割引800円※未就学児無料　■チ 
発売中　■プ 市内5文化会館、佐野市文
化会館、小山市立文化センター

千住真理子ヴァイオリン・リサイタル
■日 2月28日（日）  ■演 15時  ■料 全席指定
4,000円　■チ 発 売中　■プ コスモスホー
ル、栃木文化会館、オオノ楽器、小山市立
文化センター、佐野市文化会館、金井楽
器店

しまじろうコンサート
しまじろうとロボットのくに

■日 2月14日（日）  【1回目】■開 12時30分  ■演 
13時  【2回目】■開 15時30分  ■演 16時  ■会 
大ホール   ■対 どなたでも　■料 全席指定
1,960円（税込）※3歳以上有料、2歳以下
は保護者1人につき乳幼児1人までひざ上
無料。席が必要な場合は有料。  ■チ 発売
中  ■プ 市内5文化会館、佐野市文化会
館、小山市立文化センター、チケットぴあ

ゆかりのアーティストシリーズ

前田みねりヴァイオリン・リサイタル
　県内外で活躍する大平地域出身のヴァ
イオリニスト、前田みねりさんのリサイタ
ル。心癒すクラシックをお楽しみください。
■日 2月21日（日）  ■開 13時30分  ■演 14時
■会 ホール　■対 未就学児入場不可　■料 
全席自由1,000円（税込）　■チ 発売中　
■プ 市内5文化会館、佐野市文化会館、
小山市立文化センター

ロビーコンサート
　市民の皆さんの演奏によるロビーコン
サート。気軽に観覧下さい。
■日 3月13日（日）  ■開 13時30分  ■演 14時
■会 ロビー　■対 どなたでも　■定 70人　■料 
無料　■申 不要

2月9日（火）～ 3月27日（日）

●開館時間 9時～ 17時（入館は16時30分まで）
●休 館 日 毎週月曜日、祝日の翌日（ただし、祝日が土・日曜日の
 場合は開館）、3月22日は休館し3月21日は開館

清水登之　≪大麻収穫≫
昭和4年　油彩・キャンヴァス

とちぎ蔵の街美術館蔵

没後70年 栃木に生きる清水登之

清水登之（1887－1945）は明治20年に栃木市に生まれ、20歳の時単身アメリカに渡
り、働きながら絵を学び、都市生活者たちを生き生きと描きました。その後フランスに
渡ると周辺諸国を旅し、美術館巡りをする中で画風に変化が表れました。帰国後は二
科展や独立美術展への出品、従軍画家として戦地に赴くなど活動の舞台が変わっても
逞しく生きる人たちにまなざしを向けました。そうした清水登之の活動は、今なお栃
木市民の心の中に生き続け、市内には清水が描
いた作品などが数多く遺されています。また、清
水登之の活動を顕彰する「清水登之顕彰会」は、
現在まで年1回の講演会等を開催するなど活発な
活動を行っています。

本展は清水登之没後70年を記念して、清水が
渡米する前に制作した初出作品などを含め約40
点から清水登之の画業を紹介します。 

し みず と  し

ファミリーサポートセンター栃木
（栃木／☎25‐1040 ・ 大平／☎43‐1134）

○ファミ・サポ講習会
●日 ①2月5日（金）②2月18日（木）10時
～ 12時●対どなたでも●内 ①布ぞうりをつ
くりながら話そう②心の発達とその問題
●定各15組●持 ①あまり布●申随時

○第17回児童館フェア
●日 2月21日（日）12時～15時30分●内 そ
のべ、いまいずみ、はこのもり、大平、大平
みなみの各児童館とさくら3Jホールが出
展●場栃木県こども総合科学館（宇都宮
市西川田町）●費無料

大平みなみ児童館
（☎ 43‐9880）

○平成28年度大平みなみ児童館幼
児クラブ会員募集
●日 平成28年度の水曜日と金曜日の2
コース（月2 ～ 3回程度）10時30分～
11時30分●対 2歳児（平成25年4月2日
～平成26年4月1日生まれ）、3歳児（平
成24年4月2日～平成25年4月1日生
まれ）●内手遊び、歌、製作、おやつ作り、
季節の行事、散歩など●定 50組程度●申
2月3日（水）、4日（木）、5日（金）13時30
分～16時30分のみ、印鑑持参

藤岡文化会館
☎ 62-4351

都賀文化会館
☎ 27-8855

栃木文化会館
☎ 23-5678

　

図
書
館
コ
ー
ナ
ー

■日=日時　■会=会場　■料=料金　■定=定員　■対=対象　■チ=チケット　■プ=プレイガイド
■申=申し込み　■開=開場時間　■演=開演時間

とちぎ蔵の街美術館 ☎ 20-8228
栃
木
図
書
館

☎
22ｰ

３
５
４
２

（
開
館
9
時
〜
19
時
30
分
／
休
館
・
金
）

大
平
図
書
館

☎
43ｰ

５
２
３
４

（
開
館
9
時
〜
19
時
30
分
／
休
館
・
月
）

藤
岡
図
書
館

☎
62ｰ

４
８
８
９

（
開
館
9
時
〜
19
時
30
分
／
休
館
・
月
）

都
賀
図
書
館

☎
28ｰ

０
８
０
６

（
開
館
9
時
〜
19
時
30
分
／
休
館
・
月
）

市
図
書
館
西
方
館

☎
92ｰ

２
５
１
２

（
開
館
9
時
〜
19
時
30
分
／
休
館
・
月
）

（
開
館
9
時
〜
19
時
30
分
／
休
館
・
月
）

市
図
書
館
岩
舟
館

☎
54ｰ

１
９
０
０

岩舟文化会館（コスモスホール）
☎ 55-7055

大平文化会館
☎ 43-5232

とちぎ蔵の街美術館（万町3－23 ／☎20－8228 ／ 　 20－8227）
※駐車場は蔵の街観光館南、大通り沿いの蔵の街駐車場をご利用ください。

FAX 
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ひがしのもり保育園子育て支援センター
（ふれあいポッケ／☎ 27‐8890）

地域子育て支援センターいわふね
（☎ 55‐7920）

さくら保育園子育て支援センター
（ゆめふうせん／☎ 24‐3900）

大平児童館
（☎ 43‐2350）

けやき保育園子育て支援センター
（きらり／☎ 23‐8905）

地域子育て支援センターふじおか
（☎ 62‐5011）

いまいずみ児童館
（☎ 27‐5322）

地域子育て支援センター
（☎23‐2740）

はこのもり児童センター
（☎ 24‐4034）

地域子育て支援センターおおひら
（☎ 43‐1134）

地域子育て支援センターつが
（☎ 27‐2122）

フォレストキッズ保育園子育て支援センター
（エンジェル／☎ 20‐0808）

そのべ児童館
（☎ 20‐6231）

地域子育て支援センターにしかた
（☎ 92‐2900）

さくら３Ｊホール
（☎ 22‐7100）

○スマイルスマイル♥
●日 2月1日（月）●対 3か月～1歳5か月児
と保護者
○にこにこたいむ♥
●日 2月2日（火）●対 1歳6か月以上の未
就園児と保護者
♥印の共通事項●日 10時～11時30分（時
間内参加自由）●内親子でお友だちつく
り、ハートのバレンタインカード作り
○わくわくたいむ
●日 2月6日（土）14時～15時30分（時間
内参加自由）●対 4歳児以上●内フリふり
たまご作り
○ひな人形作り
●日 2月20日（土）～22日（月）10時30分
～11時30分、15時30分～16時30分（時
間内参加自由）●内だんだんびな飾り
○3月のママといっしょ「おたのしみ会」
●日うさぎクラス（6か月～11か月児と保護
者）3月7日（月）10時30分～、くま①クラ
ス（1歳～1歳5か月児と保護者）8日（火）
10時30分～、くま②クラス（1歳6か月～
1歳11か月児と保護者）8日（火）11時
15分～、◇ぞう①クラス（2歳以上の未
就園児と保護者）14日（月）10時30分
～、◇ぞう②クラス（2歳以上の未就園
児と保護者）15日（火）10時30分～●持
うさぎクラスのみバスタオル、ぞうクラスの
みクレヨン●申 2月5日（金）～●定ぞう①ク
ラス20組、他のクラス30組（先着順）
○リトミックワールド
●日 3月22日（火）10時30分～●対 1歳6
か月以上の未就園児と保護者●定 20組
※定員を超えた場合は抽選●持クレヨン、
B4判の画用紙帳※軽装でお越し下さ
い●申 2月5日（金）～19日（金）
☆共通事項●費無料●申電話又は直接
○栃木市チャレンジ母親クラブ会員募集
●対 0～12歳（小学生まで）の子どもと母親
他●定 40組（先着順）●内親子および母親
同士の親睦・交流活動／子育てに関
する研修活動など●費 入会金1,000円
（大人保険料を含む）、保険料子ども1
人100円※行事により実費有り●申 2月1
日（月）～申込用紙と代金を添えて窓口へ

○ぺたぺた記念日
●日 2月3日（水）、5日（金）10時～11時30
分（時間内参加自由）●対 0歳以上●内手
形足形、身体測定※誕生月のお友達
に、写真のプレゼントあり
○親子ビクス
●日 2月22日（月）10時～10時45分●対 1
歳以上の未就園児と保護者●講大橋光
子氏●定 25組（先着順）●持飲み物、動き
やすい服装●申 2月8日（月）～　
○ぷちぷちひろば♥
●日 2月23日（火）●対 0か月～ 11か月児
○のびのびひろば♥
●日 2月24日（水）●対 1歳以上の未就園児
♥印の共通事項●内ふかふかゴマちゃん
で癒されちゃおう！●日 10時～11時30分
（時間内参加自由）

○まるでミニメロンパン！なクッキー作り
●日 2月13日（土）14時～15時30分●対
小学生～18歳●定 20人●申 2月6日（土）
9時～（電話可）※アレルギー有無確認
の保護者同意書要提出●持エプロン、三
角巾、マスク
○作って鳴らそう！ホイッスル♪
●日 2月27日（土）、28日（日）14時～17時
●対 18歳未満（未就学児は保護者同伴）
●定各日50人●申当日●申 9時～（電話可）

○ほんわかタイム
●日 2月2日（火）10時～11時●対 0歳児と
保護者●内親子でふれあい遊び
○小児歯科衛生士さんの話
●日 2月19日（金）10時30分～11時30分
●対未就園児と保護者●持使っている歯
ブラシとタオル
☆共通事項●費無料●申当日受付

○ころころ広場♥
●日 2月23日（火）、3月1日（火）のどちら
か1日●対 1歳以上児と保護者●内おひな
さま作り●定各25組●申 1月27日（水）～
○プチこどもまつり
●日 3月9日（水）●対乳幼児と保護者●内人
形劇、ゲーム●申 2月10日（水）～
○ベビーマッサージ♥
●日 3月3日（木）●対 0歳児と保護者●定 20
組●申 2月17日（水）～
○赤ちゃんサロン♥
●日 3月10日（木）、17日（木）どちらか1日
●対 0歳児と保護者●定各25組●申 2月12
日（金）～
♥印の共通事項●日 10時30分～11時30
分

○子育て講座「親子ヨガ」
●日 2月19日（金）●対 1歳～ 3歳児と保護
者●講高科育代氏
○わくわくタイム
●日 ①2月3日（水）②12日（金）③26日
（金）④3月3日（木）●内 ①鬼のお面製
作、豆まき②バレンタイン製作③ひな人
形の製作④ひな祭り＆誕生会（1～3月
生まれ）●対乳幼児と保護者
☆共通事項●日 10時30分～11時30分
●定各20組●申 1月5日（火）9時～先着順

○親子リトミック
●日 2月25日（木）●対 1歳以上児と保護者
●講篠﨑真喜子氏●定 15組●持汗拭きタオ
ル、飲み物●申 2月12日（金）9時～
○すくすくタイム
●日 ①2月4日（木）②18日（木）●対 未就
園児と保護者●内 ①身体測定、窓飾り

○親子制作「鬼のお面とポシェット」♥
●日 2月2日（火）、3日（水）●申 各5組（先
着順）
○総合避難訓練に参加してみよう
●日 2月5日（金）10時～11時●場こども園
園庭●費無料
○親子制作「ひな人形」♥
●日 2月17日（水）、18日（木）●申各5組（先
着順）
○ぴよママクッキング♥
●日 2月24日（水）●申 15組（先着順）
♥印の共通事項●日 10時30分～11時30
分●費無料
☆共通事項●対未就園児と保護者

○栄養士さんの話
●日 2月5日（金）10時30分～●対 未就園
児と保護者●定 15組●申 1月25日（月）～
○ベビーヨガ
●日 2月26日（金）10時30分～●対未就園
児と保護者●定 25組●申 2月8日（月）～
○親子制作
●日 2月3日（水）10時～●対 2歳以上児の
親子●申当日受付
○親子遊び♥
●日 2月17日（水）●対 1歳児の親子
○親子ふれあい遊び♥
●日 2月24日（水）●対 0歳児の親子
○誕生会♥
●日 2月18日（木）●対 2月生まれ
○おはなし会♥
●日 2月10日（水）●場遊楽々館検診室
♥印の共通事項●日 10時30分～●申当日
受付
☆共通事項●費無料

○親子ふれあい給食
●日 2月1日（月）受付10時～10時30分
●定当日5組（先着順）●費親子で800円
（離乳食あり）
○ほのぼの移動広場（イオン）
●日 2月2日（火）、16日（火）10時30分～
11時30分※時間内自由参加●場イオン
2階ちびっこ広場●内歌、絵本、ミュージッ
クケアや子育て相談（看護師相談あり）
○健康相談日
●日 2月15日（月）10時～12時／13時～15
時●内身体測定※午前中、助産師相談
あり（予約不要）
○双子ちゃん遊ぼう
●日 2月15日（月）10時～12時●対未就園
児の双子と保護者または双子を妊娠中
の方●費無料※一般の方にも開放
○リズムdeポン
●日 2月29日（金）10時～11時●対未就園
児と保護者●費無料※事前申込み不要
○赤ちゃんサロンちゅうりっぷコース
●日 2月25日（木）～（木曜全4回）10時～
11時30分●対平成27年7、8、9月生まれ
の乳児と保護者●定 20組（先着順）●申
メールにて受付2月1日（月）～12日（金）
15時まで。下記アドレスに〈件名・保護
者名・子ども名・読み仮名・生年月日・
郵便番号・住所・電話番号〉を送信。
sakura－3j＠sakura－kids.jp

○身体測定・手形の日♥
●日 ①2月1日（月）、10日（水）②9日（火）●対
①0歳～1歳6か月のお子様②1歳6か
月～未就園児●内身体計測、手形足形
○カレンダー作り
●日 ①2月15日（月）、22日（月）10時30
分～11時30分②2月15日（月）13時30
分～14時30分●対 0歳～未就園児●定
自由参加
○絵本の会♥
●日 2月23日（火）●対 10か月～未就園児●内
コロポックルによる人形劇や紙芝居、パ
ネルシアター
♥印の共通事項●日 10時30分～11時30
分●定自由参加
○エレクトーンコンサート♠
●日 3月7日（月）●対 1歳10か月以上児と
その保護者●定 20組（先着順）●申 2月8
日（月）～10日（水）
○ヒップホップに参加しませんか！♠
●日 3月23日（水）●講塩﨑晴加先生●対 2
歳以上児と保護者●定 15組（先着順）●申
2月26日（金）、29日（月）、3月1日（火）
♠印の共通事項●日 10時15分～11時30分
●申電話受付9時30分～

○平成28年度幼児クラブ会員募集
●日平成28年度の水曜日と木曜日の2
コース（月3回程度）10時30分～11時
30分●対 2歳児（平成25年4月2日～平
成26年4月1日生まれ）、3歳児（平成
24年4月2日～平成25年4月1日生まれ）
●内会員制の親子教室（制作、お散歩、
クッキング、季節の行事など）●定計50組
●申 2月3日（水）、4日（木）※印鑑持参
○産後の骨盤調整
●日 2月19日（金）①10時～12時②13時
～15時●対産後のママ（乳幼児同伴可）
●講あきら整体院●定各5人（先着順）●費
骨盤調整1,000円、オプション腰・背中、
肩・首各500円●申 2月5日（金）～※オプ
ションの有無を要お知らせ
○わいわい広場
●日 2月26日（金）10時30分～11時30分
●対 0歳～3歳児の親子●内避難訓練、ひ
なまつり制作
○天体観測
●日 2月3日（水）、12日（金）、17日（水）19
時～20時30分

○ようこそふれあいポッケシアターへ！
●日 2月22日（月）●対 1歳～未就園児の
親子●内ピアノ生演奏によるうた遊び、リ
ズム遊び。　
○大きくなったね！
●日 ①2月2日（火）、5日（金）②2月1日
（月）、4日（木）●内身体計測、手形足形、
カード作り、育児相談など●対 ①6か月～
1歳5か月児②1歳6か月～未就園児●持
バスタオル、測定しやすい服装
○ひな人形を作ろう
●日 ①2月8日（月）、16日（火）②2月17
日（水）、25日（木）、29日（月）●対 ①6か
月～1歳5か月児②1歳6か月～未就園
児
☆共通事項●定 15組●日 11時～12時●申
平日13時～ 15時電話にて

○顔写真入りキーホルダーを作ろう
●日 2月12日（金）●定 10組●申 1月27日（水）
～2月3日（水）10時～14時（電話可）●持
子どもの写真
○おひなさま飾りを作ろう
●日 2月24日（水）、26日（金）●定各日6組
（先着順）●申当日
☆共通事項●日 10時～11時30分●対 0歳
～ 3歳児と保護者

子育て支援センター合同行事

○『いちご狩り』
●日 3月11日（金）10時30分受付、11時
開始※雨天決行●場いわふねフルーツ
パーク●対就学前の親子●定 100組●費親
子1組（親一人、子ども2人まで）1,100
円、3歳以下無料4歳以上550円●持帽
子、飲み物など●申 2月16日（火）9時～。
各子育て支援センターで受付

○クッキング教室
●日 2月13日（土）13時30分さくら3Jホー
ル集合、14時～17時●定 15組（先着順）
●対小学生●費 500円●場特別養護老人
ホーム『咲くら館』●持エプロン、三角巾●申
1月25日（月）～29日（金）15時まで（電
話可）

制作②ひな人形制作
☆共通事項●日 10時30分～11時30分
●費無料

いまいずみ児童館・そのべ児童館

○観劇会　劇団飛行船公演「ヘンゼ
ルとグレーテル」
●日 3月5日（土）開場13時30分開演14
時●場栃木文化会館（旭町）●対未就学
児は保護者同伴●定 400人●費無料●申 2
月13日（土）9時～ 2館窓口でチケット配
布（先着順）※チケットは家族分のみ

＝日時　 ＝対象 ＝内容　 ＝講師
　＝定員　 ＝費用　 ＝持物　 ＝申込

＝場所

13 子育て広場 広報とちぎ　２月号 ２０１６（平成２８）年１月２０日　発行



2月の子育てサロン

2月のこころの健康相談

≪急患センター終了後、問合先≫
◆栃木市消防本部
　月～土曜日の22：00以降 ☎（22）0119
　日曜・祝日・年末年始の21：00以降 ☎（24）9999
 （音声ガイダンス）

≪栃木地区急患センター２月の当番医師≫

平日19時～ 22時（内科／小児を含む）
休日 9時～ 21時（内科／小児を含む）（外科）

※変更になる場合もありますので、事前に電話確
認をしてからお出かけください。
※受付は、なるべく診療時間終了30分前までに
お済ませください。
※急患センターは、急病の患者さんに対し応急的
な診療を行う施設です。急病ではない患者さん
は、かかりつけ医師等の診療時間内に受診する
など、急患センターの正しい利用をお願いします。

【診療時間等】

【診療場所】
栃木地区急患センター（境町） ☎（22）8699

≪小児救急診療（0歳から中学生）≫
◆とちの木病院（大町） ☎（22）7722
　日曜日　19：00 ～ 21：00
※市内の小児科開業医が中心となり実施しています。
◆下都賀総合病院（富士見町） ☎（22）2551
　木・金曜日 17：00 ～ 22：00 （要電話確認）

1
2
3
4
5
6

7

8
9
10

11

12
13

14

15
16
17
18
19
20

21

22
23
24
25
26
27

28

29

月
火
水
木
金
土

日

月
火
水

木

金
土

日

月
火
水
木
金
土

日

月
火
水
木
金
土

日

月

石井（石井内科医院）
成田（成田内科）
中元（中元内科医院）
河口（河口医院）
山門（山門クリニック）
箕輪（箕輪内科）
内：田村（田村医院）
外：大山（大山整形外科）
青木（虎）（青木医院）
土谷（土谷医院）
恵川（与倉ペインクリニック）
内：斉藤（伸）（さいとう小児科）
外：島田（均）（しまだクリニック）
橋本（安）（橋本医院）
玉野（たまのクリニック）
内：新崎（大平東診療所）
外：川島（かわしまクリニック）
永谷（大島医院）
桜井（桜井こどもクリニック）
金田（金田医院）
野崎（野崎医院）
大山（大山整形外科）
青木（虎）（青木医院）
内：河口（河口医院）
外：恵川（与倉ペインクリニック）
島田（均）（しまだクリニック）
斉藤（伸）（さいとう小児科）
横山（よこやま内科小児科クリニック）
藤沼（仁）（大平下病院）
亀田（亀田整形外科医院）
嶋崎（とちぎ診療所）
内：桜井（桜井こどもクリニック）
外：青木（虎）（青木医院）
川島（かわしまクリニック）

≪とちぎ医療情報ネット≫
県内の病院・診療所・歯科診療所・薬局等の
情報を提供するためのシステムです。
○ホームページ
「とちぎ医療情報ネット」と検索するか、
アドレスバーに下記のURLを入力。
http://www.qq.pref.tochigi.lg.jp/

○モバイル版
http://www.qq.pref.tochigi.lg.jp/kt/

≪とちぎ子ども救急電話相談≫
お子さんの急な病気やけがについて、経験豊富な
看護師が相談に応じます。
　月曜日～土曜日　18：00 ～翌朝8：00
　日曜日・祝休日　24時間（8：00 ～翌朝8：00）
　☎028-600-0099　プッシュ回線の場合　＃8000

日

※事前に問合先まで連絡ください。

内　容

①妊娠中の生活・仲間づくり
②育児について・妊娠中の栄養
③妊婦体験・赤ちゃんのお風呂

2月  4日（木）
2月15日（月）
3月  5日（土）

終了
2月19日（金）
3月12日（土）

会場／日程
栃木保健福祉センター 大平ゆうゆうプラザ

曜日 地域（会場）

※個別通知にて案内した時間にお越しください。

17
17
23
23
25
25

2
17
18
23
24
25
25

2
9
24

3
3
10
18
25

5
10
18
23
25

4か月児健診

9か月児健診

1歳6か月児健診

3歳児健診

2歳児歯科健診

内　容

水
水
火
火
木
木

火
水
木
火
水
木
木

火
火
水

水
水
水
木
木

金
水
木
火
木

栃木（栃木保健福祉センター）
都賀（都賀保健センター）
大平（大平ゆうゆうプラザ）
西方（西方保健センター）
藤岡（藤岡保健福祉センター）
岩舟（岩舟遊楽々館）

栃木（栃木保健福祉センター）
都賀（都賀保健センター）
栃木（栃木保健福祉センター）
西方（西方保健センター）
大平（大平ゆうゆうプラザ）
藤岡（藤岡保健福祉センター）
岩舟（岩舟遊楽々館）

大平（大平ゆうゆうプラザ）
栃木（栃木保健福祉センター）
栃木（栃木保健福祉センター）

大平（大平ゆうゆうプラザ）
藤岡（藤岡保健福祉センター）
栃木（栃木保健福祉センター）
岩舟（岩舟遊楽々館）
栃木（栃木保健福祉センター）

西方（西方保健センター）
都賀（都賀保健センター）
藤岡（藤岡保健福祉センター）
栃木（栃木保健福祉センター）
大平（大平ゆうゆうプラザ）

2月の乳幼児健診

両　親　教　室

※個別通知にて案内した時間にお越しください。

内　容

体重測定、育児相談
ふれあい遊び、交流 2月8日（月） 2月16日（火）

会場／日程
栃木保健福祉センター 大平ゆうゆうプラザ

3か月児ぴよぴよ相談

日

1

8

10

曜日

月

月

水

内　容
離乳食教室
子育て相談
むし歯予防のお話
子育て相談
ベビータッチケア
子育て相談

対象者
H27.6 ～ 7月生
乳幼児（希望者）
H26.12 ～ H27.2月生
乳幼児（希望者）
H27.8 ～ 9月生
乳幼児（希望者）

地域（会場）

栃木保健福祉センター

藤岡保健福祉センター

岩舟遊楽々館

■本健康増進課 ☎（25）3511
 ☎（25）3512
■大健康福祉課 ☎（45）1788

（健康増進担当/大平ゆうゆうプラザ内）　

■藤健康福祉課 ☎（62）0904
■都健康福祉課 ☎（29）1103
■西健康福祉課 ☎（92）0311
■岩健康福祉課 ☎（55）7781

※お住まいの地域以外の会場にも参加することができます。
※「離乳食教室」「ベビータッチケア」「むし歯予防のお話」は定員30人の申
込み制です。開催日1か月前からお申込みを受付します。開催地域の問
合先まで電話にてお申込みください。

日

23

曜日

火

会　場 相談時間

栃木保健福祉センター ①13：30～ ②14：30～
③15：30～

カウンセラーが相談に応じます。
※予約制です。事前に問合先まで連絡ください。

健康相談・栄養相談

　健康づくりや生活習慣の改善・見直し
などについて保健師や管理栄養士等が相
談を受けます。お気軽に利用ください。
※予約制です。事前に問合先まで連絡く
ださい。

赤ちゃんを激しく揺さぶらないで！
～乳幼児揺さぶられ症候群～

◆揺さぶられ症候群予防のため、普段から気を付けたいポイント◆

【がん検診無料クーポン券対象の方へ】
平成27年度がん検診無料クーポン券の有効期限は、2月29日（月）です。
期限が近くなりますと、医療機関の混雑やお申し込みの集中が予想されますので、お早目にご受診ください。

　赤ちゃんを身体ごと激しく揺さぶった時に脳が損傷して、重大な障害が残ることや、死に至ること
があります。（揺さぶられ症候群）
　赤ちゃんの脳の硬さは豆腐と同じくらいで、血管も弱く切れやすい状態です。毎日の生活やあやし
方で揺さぶられ症候群になることはありませんが「激しい高い高い」等の子どもを投げるような遊びは
やめましょう。

・泣きやまないからといって、身体を前後に強く揺することはやめる。

・赤ちゃんを大人2人でキャッチボールするように投げる遊びや、天井に向かって高く投
げ、受け取るなどの遊びはやめる。

・チャイルドシートは月齢に合ったサイズのものを正しく装着する。

・長時間、車に乗らなくてはならないときは、1時間半～2時間ごとに休憩をとりその
際は、チャイルドシートから下ろす。

・赤ちゃんにゲップさせるときは、首を固定し、強く背中を叩き過ぎないようにする。

休日・夜間救急診療

成人健診等のご案内

乳幼児健診等のご案内
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東
北
自
動
車
道

家中駅

都賀中学校

木八幡宮

都賀図書館

県南
自動車学校

吹上小学校
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2月平成27年 生まれの

飯田　千春ちゃん
いい  だ    ち  はる

生澤　碧偉ちゃん
いけざわ あお  い

石川　蒼士ちゃん
いしかわ あお  し

髙田　琴子ちゃん
たか  だ  こと  こ 

坂本　亜美ちゃん
さかもと あ    み

川嶋　一護ちゃん
かわしま いち  ご 

村上　寛奈ちゃん
むらかみ ひろ  な

松本　奈 ち々ゃん
まつもと な　な

佐藤　優奈ちゃん
 さ  とう ゆう  な

横永　蓮人ちゃん
よこなが れん  と

中﨑　柊翔ちゃん
なかざき しゅう と   

小野寺奏太ちゃん
  お　の　でらかな  た

菊池　優吾ちゃん
きく  ち  ゆう  ご

粕谷　陽奈ちゃん
かす  や ひ　 な

笠生　拓杜ちゃん
 か  そう たく  と 

日向野大地ちゃん
ひ　が　の だい  ち   

加藤　香春ちゃん
  か  とう    こ  はる

森田　凛ちゃん
もり  た  りん

大塚　麻未ちゃん
おおつか あ 　み

猿山　美織ちゃん
さるやま 　み  おり

舘野　柊吾ちゃん
たて  の  しゅう あ

髙田　陸斗ちゃん
たか  だ  りく  と 

髙田　海斗ちゃん
たか  だ  かい  と 

田口　浩介ちゃん
 た  ぐち こうすけ

堀江　柊介ちゃん
ほり  え  しゅうすけ

板�　侑生ちゃん
いたばし ゆう  き 

とちぎ散歩は、栃木市にある名所、旧跡など観光スポットを紹介します。

　9月20日～10月24日にかけて募集を行った「第1回とち介絵はがき似顔絵コンテスト」は、
市内外の皆さんから142点の素晴らしい作品をお送りいただきました。小さなお子さんが一
生けん命書いてくださった作品や芸術性の高い作品まで、すばらしい作品をたくさんお寄せ
いただき、ありがとうございました。審査結果については、市ホームページをご覧ください。
　応募いただいた作品は2月21日まで市役所本庁舎1階通路に掲示しているほか、市ホー
ムページやFacebookでご覧いただけます。
◆問合先　■本 秘書広報課☎（21）2317

「とち介絵はがき似顔絵コンテスト」応募ありがとうございました

　市の文化面の各分野で調査研究・活動を行う文化マイスターの活動発表を行います。併せて、団体として文
化マイスターに認定されている各地域文化協会・文化団体連絡協議会の全体の「栃木市文化活動協議会活動
交流会」を開催します。
◆場所：栃木文化会館及び栃木第四地区コミュニティセンター（旭町）

栃木市文化マイスターのつどい＆栃木市文化活動協議会活動交流会
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栃木市茶華道協会（茶道）　華道家元池坊栃木支部　日光水墨画会大平支部（水墨画）　晴耕会書道部
大平美術愛好会（絵画）　書道・絵手紙恒水会（墨彩画）　木彫会　亀山知也（油彩画）　陶遊会（陶芸）
臼井圭子（和紙ちぎり絵）　須藤武夫（陶芸）　石崎初枝（エコものづくり）　西方書道会
田名網和夫（大平地域観光案内）　岩舟町華道部　田波謹護（座敷箒）

○展示部門（入場無料） 2月20日（土）～21日（日）　各日10時～16時

☆申込期間：2月1日（月）～ 8日（月）
☆申込方法：直接あるいは電話にて問合先へ。詳細は各公民館等にありますチラシを参照ください。

〇講座部門：2月20日（土）　午前の部10時～12時／午後の部13時～15時

≪2月20日（土）≫ ≪21日（日）≫
○舞台部門（入場無料） 各日 13時20分～17時（番号は発表順・各団体20分）

中村良一
川島妙

池嶋美智子

須藤彰子

大島馨

漆原康史

新3・4そば
打ち愛好会

焼絵
ポーセリンペインティング（白磁絵付）

巻き寿司で「とち介」を巻こう

簡単おサイフづくり

勾玉づくり

カラフル手紙ワークショップ

手打ちそばづくり

小学生又は小学生親子
小学生以上
どなたでも

（中学生以下は親子）
小学生以上
小学生以上

（小学3年生以下は親子）
小学生以上

（小学3年生以下は親子）
どなたでも

（中学生以下は親子）

20人（組）
10人

10人（組）

10人

20人（組）

20人（組）

10人

無
無

一人（組）
1,000円

一人1,000円

無

無

一人
500円

時
間

午
前

午
後

団体名・氏名 講　　座　　名 対　　象 定員
（先着順）

材料費
（当日支払）

大貫忠次（ピアノ）
都賀オカリナの会
吟道秋水流秋雲会

（歌謡吟舞）
西方町フォークダンス会
藤翠流吟と舞会
総本部

（構成吟舞）

1
2

3

4

5

6
7

8

9

10

雅会（日本舞踊）
都賀町歌謡部会（カラオケ）

喜峰会都賀（民謡）

西方ふるさと太鼓
祥こう流吟舞道本部

（吟剣詩舞道）
祥こう流広祥会 （吟詠合吟）

大正琴・琴栄会
栃の実コーラス
栃木ショパン研究会

（ソプラノ独唱）
池澤美恵子（ハワイアン・フラ）
朗読を楽しむ会
リコーダーアンサンブル
「風のおしゃべり」

1
2

3

4
5

6

7
8

9

10

11

オカリナ　いちごの夏
長澤碧水（琵琶）
神正流吟道信堂会（吟詠）
秀水会（尺八唄）
栃木市民吹奏楽団
岩舟町郷土芸能団体
連絡協議会

「円仁おはやし会」

たくさんお寄せいただき
ありがとうございました▶

◆主催：栃木市教育委員会　◆共催：栃木市文化活動協議会　◆問合先：■本 文化課☎（21）2495

（
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・
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名
を
記
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し
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8
6
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所
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） 

。 

写
真
は
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ん
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（
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り
）  

平
成
27
年
4
月
生
ま
れ  

2
月
9
日（
火
）
　 平
成
27
年
5
月
生
ま
れ  

3
月
17
日（
木
）
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丸和住宅は、栃木市マスコットキャラクターとち介の応援企業です。

ど田舎にしかた祭り 第20回都賀地域子どもカルタ大会
12月20日、西方総合文化体育館にて都賀子ど
も会育成会連絡協議会主催の「第20回都賀地
域子どもカルタ大会」が行われました。
今年は都賀子連設立50年ということもあって、
会場では、都賀地域内の子ども会から総勢約
500人が集まり、カルタ取りの熱戦が繰り
広げられました。参加した子ども達は、「つ
がまちこどもカルタ」を通じて、郷土の自
然や歴史を学ぶとともに、子ども会や小
学校の枠を超えた素敵な交流の時間を過
ごしました。

11月29日（日）、道の駅にしかた及び周辺
の田んぼを会場に、『ど田舎にしかた祭り』が
開催されました。今回もたくさんの模擬店が並
び、お笑いや音楽のライブパフォーマンスのほ
か、毎年恒例となっている田んぼ相撲や俵飛
ばし大会、トラクター体験などが行わ
れました。
祭りの最後には豪華景品があたる
大抽選会も行われ、大いに盛り上が
りました。

地域の魅力を再発見

ま
ち
も
こ
こ
ろ
も
気
持
ち
よ
く
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〜
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西
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と
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部
屋
小
児
童
が
遊
水
地
を
学
ぶ

12
月
8
日
、
渡
良
瀬
遊
水
地
学
習
会
を
開
催

し
、
9
月
の
関
東
・
東
北
豪
雨
で
校
舎
や
体
育

館
が
被
害
を
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け
た
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屋
小
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の
4
、
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生
が
、
渡
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遊
水
地
の
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排
水
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を
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し
ま
し
た
。

児
童
は
、
遊
水
地
の
役
割
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
た
後
、
水
門
の
扉
が
実
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に
自
力
で
閉
ま

る
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子
を
見
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し
、

渡
良
瀬
遊
水
地
の
治

水
機
能
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。

地域の話題を
Facebookでも
お届けしています。

Facebookに登録の無い方でもご覧になれます。
https://www.facebook.com/TochigiCityニ ュ ー ス

地
域
の

話題
を写真で紹介！

市内各地から、楽しい話題が届きました！

市内各地のイベント情報を、市ホームページのイベントカレンダーで見ることができます。

11月29日（日）健康福祉センター遊楽々
館をスタート地点に、第6回ウォークラリー
大会（第6回ウォークラリー大会実行委員
会主催）が開催されました。
どきどきコース（約4km）とわくわくコー
ス（約6km）にわかれてスタートした参加者の
方々は、普段は車で通りすぎてしまう道を2時
間程度かけて歩きました。
車窓から見ている景色とはまた違った見え方
をする道端の風景など、地域の魅力を再発見
しながらゴールを目指しました。

からだで感じる
　　　楽しいアートセミナー
12月1日～ 6日にこどもサポートセンターにおい
てアートセミナーが開催されました。段ボールの
部屋や陶芸用の粘土、折り紙などを使用した作
品が会場全体に飾られま
した。5日（土）、6日（日）
にはバルーンアートやラテ
ンバンドの生演奏で多くの
人が来場され、アートな
空間を楽しみました。
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